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例言

1 本報告書は，新縄県新発田市大手町4丁目 5番48号ほかに所在する新発田城跡第26地点の発掘調査記録で

ある。

2 発掘調査は，新潟県立新発田病院跡地整備事業に伴って新発田市教育委員会が調査主体となり，株式会社ノ

ガミに業務を委託し，平成26年8月4日'"10月30日に本発掘調査を実施した。整理作業は，発掘調査終了後

の平成26年11月~平成27年3月まで実施し，調査報告書を作成した。

3 本発掘調査に要した経費は，事業主体である新発田市(都市整備課)が全額負担し，社会資本整備総合交付

金(都市再生整備事業)の交付を受けた固

4 遺物・記録類は，新発田市教育委員会が一括保管している。出土遺物の注記は， r S J 26区」とし，グリッド・

遺構名・層位・日付を続けて付した。

5 遺構の実測は，調査担当者の楢崎修一郎・戸根与八郎の指示で調査員の小久顕治・作業員が行ったロ出土遺

物は，戸根の指示のもと整理作業員が接合・復元し，実測・トレース・レイアウト・観察表作成は，戸根の指

示のもと調査員の金内 元・整理作業員が行った。

6 木製品・瓦に残る文字の解読は，新潟県立歴史博物館浅井勝利・前嶋 敏・渡部浩二の各氏に協力頂いた。

7 木製品の樹種同定は，新発田市の委託を受けたパリノ・サーヴェイ株式会社が行い，その報告を掲載した。

8 本報告書の執筆は 1-1・2・5.ll-4・6を金内， 1-3・4を鶴巻康志， ll-1-3・5を小久， ll-8・10を戸根・

金内， ll-l1をパリノ・サーヴエイ，ほかを戸根が担当し，編集は戸根・金内が行った。

9 発掘調査から本書の作成まで，下記の諸氏・機関に協力いただいた。

相羽重徳安藤正美大橋康二佐渡市世界遺産推進課新潟県教育委員会文化行政課

凡 例

く遺構〉

l 図上に示した方位は全て真北である。

2 本書に掲輯した遺構は土坑・ピット・滑に区別し，検出順に番号を付した。長軸30佃未満のものをピット，

それ以上を土坑とした。 一部の土坑・ピットは整理作業時に番号を振り置し，撹乱と判明したものや遺構名を

変更したものについては欠番としている。撹乱の範囲は平面図に破線で示した。

3 断面図の位置を示す平面図上のポイントは，各部分図ごとにアルファペットで示した。

4 土色の観察は， Ii'新版標準土色帖.JI(小山・竹原1967)を用いた。

5 断面図中の斜糠は未掘の範囲を示す。

く遺物〉

l 本書に掲載した遺物実測図・拓影の縮尺は，大形木製品を 1/8及び 1/6，瓦を 1/6及び 1/4，大形土器

及び陶器・木製品を 1/4，土器・陶磁器・小形木製品・金属製品を 1/3とし，圏中にスケールを示した。

2 土器・陶器の拓影は，内面を断面図の右側(内底面は上)，外面を断面図の左側(外底面は下)に置いた。ただし，

播鉢の拓影はその逆である。瓦の挿印の拓影は図の脇に置き，適宜縮尺を示した。

3 遺物番号は本書での通し番号であり，本文・挿図・観察表ともに同一の番号とした。





目次

I 序言

1 遺跡の位置と立地........................1 5 調査区②の遺構.........................14 

2 第26地点の位置と付近の士地履歴・・・・・・・・・ 1 6 調査区②の出士遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16

3 本発掘調査に至る経過・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 7 調査区③の遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 

4 調査体制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 8 調査区③の出士遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 

5 本調査と整理作業の経過・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 9 調査区④の遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21 

E 発掘調査の概要 10調査区④(堀)の出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・ 23

l 調査区の設定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 11 出土木製品の樹種同定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 35 

2 基本層序・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 m まとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 38 

3 調査区①の遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 引用参考文献・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 40 

4 調査区①の出土遺物.....................12 報告書抄録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・巻末

挿図目 次

第 1図 新発田城跡の位置・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ l 第四国 土坑201詳細園・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18

第2図 埋蔵文化財包蔵地の範囲と調査地点・・・・・ 2 第四国調査区③全体困と木柱列断面図

第3図 調査地点の位置とグリッド設定困・・・・・・・ 5 一・(折込み18-19)

第4図 基本層序・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6 第20図 土坑201・木柱列・調査区③の遺構外・撹乱

第5面 調査区①全体岡・・・・・・・・・・・・(侃込み6-7) 出士遺物 (1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19 

第6図 調査区①平面図 lと遺構断面図・・・・・・・・・ 8 第21図調査区③の遺構外・揖乱出土遺物 (2)・20

第7図 調査区①平面図2と遺構断面図(1)・・・・ 9 第22図 堀断面図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21 

第8図 調査区①平面図2の遺構断面図 (2)・・・ 10 第23図 護岸施設詳細図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21

第9図 調査区①平面図3と遺構断面図・・・・・・・・ 11 第24園 調査区④全体困・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22

第10園土坑 1・9・12・16・19・28・溝1・p 第25図 調査区④(堀)の出土遺物(1)・・・・・・・ 24

4の出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 第26園 調査区④(堀)の出土遺物 (2)・・・・・・・ 25

第11図調査区①の遺構外・撹乱出土遺物(1)・ 13 第27図 調査区④(堀)の出土遺物 (3)・・・・・・・ 26

第12園調査区①の遺構外・撹乱出土遺物 (2)・14 第28図 調査区④(堀)の出土遺物 (4)・・・・・・・ 27

第四国 調査区②全体図・・・・・・・・・・・(船主み14-15) 第29図 調査区④(堀)の出士遺物 (5)・・・・・・・ 28

第14園 調査区②平面図 lと遺構断面図・・・・・・・・ 15 第30園 調査区④(堀)の出土遺物 (6)・・・・・・・ 29

第四園 調査区②平面図2と遺構断面図・・・・・・・・ 15 第31園 中ノ門(明治6，7年頃撮影)・・・・・・・・・・ 38

第16図 溝109・調査区②の遺構外・撹乱出土遺物 第32園 昭和初期の航空写真と工事区・調査区の配置

(1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16 閏..................................39 

第17岡 調査区②の遺構外・撹乱出土遺物 (2)・17



表目次

表 l 遺構一覧表.............................30 表4 樹種同定結果...........................36 

表2 土器・陶磁器・瓦・金属製品観察表・・・・・・・ 32 表5 調査区④(堀)出土の瓦重量表・・・・・・・・・・・ 40

表3 木製品観察表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 35 

写真図版目次

困版 1 新発田城跡第26地点の調査(1) 図版6 出土遺物 (4)土器・陶磁器 (4)

図版2 新発田城跡第26地点の調査 (2) 図版7 出土遺物(5)瓦(1)

図版3 出土遺物(1)土器・向磁器(1) 図版8 出土遺物 (6)瓦 (2)・木製品(1)

図版4 出土遺物 (2)土器・陶磁器 (2) 岡版9 出土遺物(7)木製品 (2) 

図版5 出土遺物 (3)土器・陶磁器 (3) 図版10 出土木製品の光学顕微鏡写真



I 序 一一=口

l 遺跡の位置と立地

新発田市は，新潟県北部の下越地方に位置し，人口は約10万人を数える。総面積532.82krrlのうち，東寄り

約7割が飯豊連峰・櫛形山脈・二王子山・五頭連峰による山間地である。山地の西方に位置する中心市街地付近

は、飯豊連峰から流れる加治川によって形成された扇状地の扇端部にあたり、新潟市中心市街地の東方約20回l

に位置する。周囲には水田地帯が広がり，市街地の北側を加治川が西流する。

新発田市街地の前身は近世の新発田藩城下町で，当時の城下の範囲は東西1.6km，南北 2km程である。新発田

城の城郭域は加治川支流の新発田川の旧河道を利用して堀とし，歪んだ瓢形を呈している。不整五角形の本丸の

周囲を二ノ丸が取り囲み，その南東部に三ノ丸が付く輪郭・梯郭式併用の曲輪配置となる。新発田市教育委員会

は本丸と藩の公的施設・重臣屋敷地が集中する二ノ丸，二ノ丸西川門に隣接する御馬屋・御作事所を埋蔵文化財

包蔵地としており，新発田市教育委員会ではこれまでに26箇所に及ぶ発掘調査を実施している。今回調査を実

施した第26地点は，二ノ丸の南部にあたる県立新発田病院跡地の整備事業に伴う調査である(第2図)。

2 第26地点の位置と付近の土地履歴

江戸時代~明治時代初期に描かれた複数の絵図・地図で確認すると，第26地点調査区①・②・③は二ノ丸南

側の屋敷地に位置しており，調査区②の西側には屋敷地周囲を取り囲む土塁が，調査区③の南側には二ノ丸中ノ

門の一部がそれぞれ存在していたものと推定される。調査区④は二ノ丸中ノ門東側を流れる堀の内部に位置する。
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第1図 新発田城跡の位置(国土地理院「新発田」明治44年測図、昭和23年修正)
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二ノ丸屋敷地は重臣クラスの居住域と推定される。調査区①・②周辺は江戸初期の正保新発田城絵図(正保二

(1645)年頃)を見ると， r溝口伊折(織)Jの名が確認できる。溝口伊織は自称朝倉義景の落胤土橋光景と新発

田藩主溝口秀勝の娘の子溝口広景を初代とする，藩の家老職を務める家柄である。二代景貞は万治三 (1660)年，

父広景の跡を継いで組頭をつとめ，延宝四(1676)年から元禄十一(1698)年まで御仕置役に任じられた。

また，江戸後期の一歩一間歩詰惣絵図(天保十一(1840)年)を見ると，調査区①・②周辺に「窪田平兵衛」

の名が確認できる。幕末に家老職をつとめた窪田平兵衛武文は，絵図が作成された天保十一年に寺社町奉行見習

添役，文久二(1862)年に御仕置役・組頭に任じられた。慶応三(1867)年には藩主の名代として上京し，新

政府に藩の立場を理解させるために奔走した。明治維新後は溝口伊織景武と共に藩の大参事に任じられている。

明治新政府により新発田藩主が知藩事に任じられた直後に作成された明治初年絵図(明治2年頃作成)には「速

水盛厚」の名が調査区①・②周辺に見える。速水氏は藩主溝口氏の出身地である尾張国溝口郷時代からの譜代家

臣と考えられる。

明治18年には二ノ丸南部に陸軍衛成病院が設立された。明治~昭和期の写真・病院配置図等を見ると，調査区

①・②周辺には歩兵第十五旅団司令部が置かれて，調査区③には病院と道路の境界を示す土塁もしくは木柵が南

北方向に延びていたと考えられる。陸軍衛成病院は，昭和20年8月の太平洋戦争終戦と共に連合軍の監督下に置

かれ，同年12月に国立新発田病院として発足した。昭和28年には新潟県に移管され，県立新発田二ノ丸病院，同

34年には県立新発田病院とそれぞれ改称された。平成18年に同病院が本町に移転するまで，二ノ丸南部は病院

の敷地として利用されていた。調査区④に位置する堀は，明治23年以降の測量図には描かれておらず，この頃

までに堀の埋め立てが行われたと推定できる。

3 本発掘調査に至る経過

a 病院跡地の董備計画

新潟県北部地域の救急救命医療・専門外来医療に対応することを目的として，新潟県立新発田病院および付

属看護学校が，平成18年11月に新発田市大手町から JR新発田駅前の市内本町へ移転した。移転後の病院跡地

堀

図土塁

第2園 埋蔵文化財包蔵地の範囲と調査地点
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の活用について，パブリツクコメントや市の庁内検討を経て，平成20年5月に発足した県立新発田病院跡地活

用市民検討委員会により，協議が進められた。その結果が平成21年2月に「県立新発田病院跡地活用整備構想」

としてまとめられ，新発田市議会に報告された。その後，新発岡市の庁内検討会識を経て平成22年8月に『県

立新発田病院跡地整備活用計画」が新発田市議会に報告された。このなかで，病院跡地は，公園・文化施設の用

地として新発田市が新潟県から購入し， r歴史・文化・生涯学習の拠点ゾーンJ，r憩いと安心の拠点ゾーンJ，r賑

わいと交流の拠点ゾーン』に分け，文化施設・防災・イベントの機能を備えた公園として整備する方針が示された。

b 病院陣地の解体と公園予定地の開発圃臨

県立新発田病院跡地は，全域が周知の埋蔵文化財包蔵地である新発田城跡の二ノ丸に含まれる。このため，病

院跡地の活用にあたり，埋蔵文化財の取り扱いが検討課題となった。昭和58年までには県立新発田病院・看護

学校の主要な建物が竣工していたが，新発田市教育委員会(以下，市教委)が新発田城跡の発掘調査を最初に行っ

たのは昭和60年(市教委1987)であり，今固までに病院敷地内の発掘調査は実施されていなかった。このため，

市教委は江戸時代から明治時代初頭に作成された絵図面から二ノ丸およびそれを囲む士塁・堀の範囲を把握し，

過去の工事図面を参考に建物の配置，明治時代以降に行われた工事の影響範囲を想定した。これをもとに市教委

は，既春建物等の取り壊しについて，新潟県病院局・新発田市企画政策課と協議を進め，建物の解体に伴う掘削

は埋蔵文化財への影響を考慮し最低限にとどめること コンクリートパイルなどの地下深く埋設された基礎につ

いては，可能な限り改変を行わないよう配慮することで合意した。

平成23年9月16日付け県病局第657号で新潟県病院局から解体玉事にかかる文化財保護法第94条の通知が新

潟県教育委員会(以下，県教委)へ提出され，平成23年10月21日付け教文第846号で県教委から工事立会で対

応する旨の通知が出た。これを受け，平成24年7月5日-9月78に建物基礎の撤去に伴う工事に市教委の専門職

員が立ち会った。解体工事終了後，平成25年3月25日付けで新潟県病院局から新発田市へ新潟県立新発田病院

跡地の所管が変更された。

平成25年5月に市教委と新発田市都市整備課(以下，市都市整備課)との病院跡地の整備に向けた協議が始ま

り，防災機能を備えた公園について工事の概要が示された。工事の内容と立会い調査の結果を踏まえ，公園の工

事が埋蔵文化財に影響を及ぼす可能性がある範囲を対象に25年度中に確認調査を実施することで合意した。

市教委は平成25年9月27日付け文行第442号で確認調査の報告を提出し， 10月1日.......17日まで確認調査を実

施した。この結果をもとに市教委は市都市整備課と協議を行い，工事による掘削が深くまで及ぶ非常用便槽予定

地2か所，市道の拡幅予定地，耐震性貯水槽の予定地の合計400n:tを対象に本発掘調査を行うことで合意した。

また，市教委の直営で発掘調査日程を確保できないため，本発掘調査は民間調査機関へ委託すること，調査費用

は地方都市リノペーション事業の一環である県立病院跡地整備事業として市都市整備課で予算化する方針が決定

した。

4 調査体制

a 平成25年度(確認調査)

調査主体新発田市教育委員会(教育長大山康一)

監理船山隆(生涯学習課長)

総括田中耕作(生涯学習課主任参事

文化行政室長)

調査担当 鶴巻康志(生涯学習課文化行政室副参事

埋蔵文化財係長)

事務担当鈴木暁(生涯学習課文化行政室主任)
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b 平成26年度(本発掘調査・整理作業)

調査主体新発田市教育委員会(教育長大山康一)

監理 船山隆(生涯学習課長)

総括監督員 田中耕作(生涯学習課主任参

事文化行政室長)

監督員・事務担当

鶴巻康志(生涯学習課文化行

政室副参事埋蔵文化財係長)

5 本調査と整理作業の経過

a 発掘作業の経過

調査担当 楢崎修一郎(鵬ノガミ埋蔵文化財調査部

主任調査員 :8月4日-10月3日)

戸棋与八郎( 同調査室長:10月4日

~報告書作成)

調査員金内元(同主任調査員)

小久顕治(同調査員)

8月4日-8月8日 仮設ハウス・仮設トイレ等の搬入と並行し，調査区①の重機による表土掘削を行い， 8 

月7日に終了した。

8用11日-9月2日 調査区①は入力による遺構確認作業を行い，士坑・溝等の遺構を検出したため，遺構

の掘削・記録作成作業に着手した。 8月21日-8月22日には調査区③の重機による表土掘削を行った。

9用3日......9月20日 調査区①は遺構確認作業・掘削・記録作成作業を継続し， 9月17日までに西壁の土層

記録作成以外の調査を終了した固調査区③は入力による遺構確認作業を開始，木柱列・土坑を検出したため，遺

構の掘削・記録作成作業に着手した。 9月10日から調査区④の矢板圧入作業等の付帯工事を開始した。 9月20

日には現地説明会を開催し，来場者は140名を数えた。

9月24日-10月3日 調査区③は木柱列・土坑の記録作成作業及び木製品の取り上げを中心に行った。 9月

30日-10月2日には調査区②の重機による表土掘削を行った。 10月2日には調査区④の付帯工事が完了した。

10用6日-10周17日 調査区①は西壁の記録作成作業を行い， 10月17日に調査を終了した。調査区②は人

力による遺構確認作業を開始，後世の揖乱が著しいため，遺構との判別を慎重に行いながら掘削・記録作成作業

に着手した。調査区③は10月7日に調査を終了し，翌日埋め戻しを行った。調査区④は新発田城二ノ丸堀の範

囲内にあるため，重機及び入力による掘削を行った。堀の土留めと推定される杭列を検出したほか，陶磁器・瓦・

木製品等の遺物が多く出土した。

10周20日-10月27日 調査区②は記録作成作業を中心に行い， 10月23日に調査を終了した。調査区④は10

月24日に掘削を終了，記録作成作業も10月27日に終了し，調査は完了した。

10周28日-10月30日 現場での器材の片付け，仮設ハウス・仮設トイレ等の撤収を行った。

b 聾理作業の経過

現場作業と並行して，遺物水洗・注記，図面・写真の基礎整理を行い， 9月から本格整理作業に向けて遺物の

分類・接合，実測遺物の抽出，実測図作成に着手した固

整理作業は， 11月には遺構図の整理，実測遺物の抽出と実測図作成，遺物観察表の作成を行う一方，出土木

製品の樹種同定・分析委託の発注を行った。 12月には遺物のトレース・写真撮影，遺構及び遺物図版・写真図版

のレイアウトを行った。 1月には原稿の執筆に着手する一方，報告書の編集作業を行い， 2月には報告書版下作

成委託の発注を行った。 3月に版下及び出土遺物・図面・台帳類を新発田市教育委員会に納品し，作業を完了した。
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E 発掘調査の概要

l 調査区の設定

新発田病院跡地を三ノ丸公園として整備する予定地は「新発田城跡第26地点」と呼称し，そのなかで非常用

便槽①・②の設置範囲をそれぞれ調査区①・②，市道の拡幅範囲を調査区③，耐震性貯水槽設置範囲を調査区④

と設定した。調査区①~④の配置は第3困のとおりである。調査区のグリッドは施設の設計図TK1(JK，vwグリッ

ド交点 :X座標217，080.9366，Y座標70，270.0344)・TK2(JK， opグリッド交点 :X座標217，147.9606，Y 

座標70，247.3594)を基準に，一辺10m四方の方眼を大グリッドとして組み，北西角を起点に，南北に小文字，

東西に大文字のアルフアペットを組み合わせて表示した。また，大グリッドを南北と東西に五等分して， 2mの

小グリッドを設定し，アルフアペットと算用数字を用いて表記した(第3・4図)ロ

2 基本層序

土層堆積は調査区ごとに大きく異なるため基本土周は調査区ごとに記載し，対応する層は土層説明の中に関係

を示した(第4図)。調査区①は全面に撹乱の影響が見られるが，良好な場所を遺ぴ基本土層とした。 I層は砕

石により整地された客土層で調査区全体を覆っている固 E層までは現代の撹乱層と恩われ遺物は出土していない。

E層からV層は近現代の客土であり，調査区内で遺存状態の良い場所はほとんどない。古代~近現代の遺物が混

在している。羽層からX層までは近世の遺物包含層で，炭化物や赤褐色粒を含む。赤褐色粒はX層より下の層ま

で確認できる。 X層はシルト粒が多量に混じる地山との漸移層であり，地山はシルト質土となる。

調査区②は全域に撹乱を受けており近世までの遺物包含層は確認できなかった。基本土層は調査区東端の東壁

品 /

司王宮:!!!.r
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で作成した。土層はいずれも近現代に埋め立てられた撹乱層である。

しており，それぞれ一定の厚みがある。古代~近現代の遺物が混在していた。

調査区③も，調査区全体に撹乱の痕跡が散見される固近世の遺物包含層は検出されなかったが，近代の木柱列

の掘形埋土層と，一部で近世以降の整地層が確認された。木柱列の掘形からは，近世と近代の遺物が混在して出

土している。基本士層は整地層範囲外の調査区南側を深掘りして設定した。 I層から羽層までは揖乱層で，客士

の砂粒を多量に含んでいる。古代~近現代の遺物が混在していた。 VII層より灰色の層に変わり， vm層からE層ま

で粘土質が強くなる。調査区の位置聞係と遺存状況から， vn層からE層までが，二ノ丸堀の埋土に相当すると恩

われる。 E層より砂粒を多量に含み， xn層(地山)以下で砂質士となる。

E周 .m層は近似I層は砂礁を多く含む。

調査区④は矢板で調査区を固い，表土を剥いでから発掘調査を開始したため，基本土層に表土を反映させるこ

とができなかった。調査区周辺の標高は9m弱で，地表から掘削開始面までの深度は約1.5mである。基本土層

I層からE層はいずれも堀の埋土である。 I層は近世と近代の遺物が混在する層で，遺物が最も多く出土してい

E層からは遺物の出土は少なく， m層からの出土はわずかである。 E層より下は砂層となり，堀底となる。る。

革本届序⑥

，回附一一

革本眉序③革本眉序②&本層序①
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革本圃序①

I屑 10YR4/2 灰黄褐色土粘性調・しまり橿乱砂.膏量青む.客土屑.
E眉 10YR3/1 轟褐色士粘性調 ・しまり橿強.砂膏多量官む.置乱用.

E届 10YR3/2 易構色土粘性・しまり弱.砂種少量古む.
N.周 IOY耳6/1 灰褐色砂貴士粘性・しまり弱，

V屑 10YR3/2 黒揖色土粘性調・しまり...砂粧少量青む.
VI眉 10YR3/1 黒褐色主粘性圃 ・しまり強.砂盤9量含む.遺物包含贋.
買層 IOYR5/2 灰黄褐色シルト置土貼佳申 ・しまリ申.遺輸包含掴.

'11，屑 10YR3/2 黒褐色土粘性贋・しまり弘砂粒多量青む.遺物包脅屑.
E眉 IOYR4/2 灰貧褐色士 粘性調・しまり強.砂魅坐量脅む.遺傭包舎周.

X届 2.5YMf3オリープ褐色シルト質主粘性・しま日現.遺樹包含圃. + 
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+ 暗オリープ褐色土胎盤面 ・しまり橿強.砂利多量含む.橿置a圃.
果栂色主粘性周 ・しまり橿強.砂粧少量含む.揖乱圃.

鳳褐色土軸色調・しまリ橿強.炭化駒 ・砂盤!t-量脅む.僅乱回.

晴オリープ褐色土軸性・しまり強.砂粒多量含む.慣乱屑.
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基本属序③

I周 1OYR4/2 灰貨褐色士粘性調・しまり強.書士周.

E周 10YR4f4 反褐色土粘性語・しまり強.~静盤多量含む.
E周 IOYR4/2 灰貧錆色ヰ動性・しまり碩.司書'.多量青む.褐色ヰ少量含む.
N掴 10YR3/2 婦褐色土粘性調・しまり強.砂魅多量青む.褐色土少量脅む.

V属 10YR4f自褐色砂質土粘性・しまり羽.
恒周 IOYR4/1 椅灰色土軸性事・しまり乱砂盤昏量青む.

百届 10YR4f1栂灰色主軸性弱・しまり強.掘坦cf:か.
困層 6YR4/2 反オリープ色血由貿士粘住・しまり強.楓坦士か.

E屑 10YR2/1 黒色結質土粘性・しまり強.属埋士事、φ

X周 10YR3/1 操褐色鈷置土借住・しまり強..植.・砂粧台む.据塩土'/J>.
沼周 10YR4/1 梅灰色土粘性 しまり強.砂盤多量含む.膚櫨働少量含む.坦坦土か.

m周 10YR5/1 反縄住砂質土粘性しまり扇.地山.

+ + 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ オリープ黒色主 粘性調 ・しまり強.砂盤9量含む.調理ヰ1周.
操褐色土軸性・しまり強.砂種多量脅む.据塩士10..
責灰色申由貿土 粘性・しまり強.欄坦土14肩.

基本周，，@

I眉 6Y3/1
E掴 2.6Y3/1
E屑 2.5Y4/1

+ + + + + + + + + 

基本層序
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3 調査区①の遺構

調査区①は幅2.4m，長さ3l.3mで，絵閏面を見ると二ノ丸内の重臣クラスの居住域に相当する。土坑26基，ピッ

ト29基，溝1条を検出した。遺構は近現代の揮乱を受けているものが多く，時期と性格の特定は困難であった。

従って重臣の屋敷に関連するものかは不明である。以下，調査区北側より遺構の種類ごとに記述する。

1)土坑(第6-9園)

第6図に土坑1・10・16・19・28の5基を示した。土坑1は中・近世の土器・陶磁器が出土しており，埋土の性

質から時期は近世と考えられる。士坑28は近世の陶器鍋が出士しており，時期は近世と考えられるa 士坑19は

中世の青磁碗が出土しているが，埋土の性質から時期は近世と考えられる。

土坑16は中世の陶器が出土しているが，撹乱を多く受けているため時期は不明である。土坑10は時期や性格

を特定するに至らなかった。

第7・8図に土坑2-5・8・9・11・14・15・20-24・27・29の16基を示した。土坑4・20-24は遺物が出土

しておらず，特に士坑4・20は南西側で揖乱を受けており，時期と性格は不明である。

土坑9は南東端と中央付近に窪みがあり，平面形は長方形を呈する。近世陶磁器が出土しており時期は近世と

考えられる。土坑2・3・15は遺物が出土していないが，土坑9の埋土と近似しているため近い時期に形成され

た可能性がある。士坑5・8・27は遺物が出土しておらず，時期は不明である。士坑11は士坑9の南東側約3m

先に位置している。平面形・規模・長軸方向が土坑9とほぼ一致しており，近い時期に形成された可能性がある。

土坑14は地山の凹凹の可能性がある。

第9図に土坑12・13・17・18・25の5基を示した固土坑18は陶器聾の小片が出土しているが，時期や性格は不

明である。土坑12は調査区南西壁付近で検出し，越前聾が出土したたの，時期は中世である。

士坑13は平面形がL字である。遺物は陶器壷の小片が出士しているが，時期と性格は不明である。また，近

現代と考えられる方形の切石が調査区の北東壁に沿って3つ検出した。土坑17・25は遺物が出土しておらず，時

期と性格は不明である。

2) ピット(第6.......8図)

第6図にP6-10・33の6基を示した。 PI0から土器片が 1点出土しているのみで，他は遺物が出土してい

ない。周囲にも撹乱が多く，時期や性格は不明である。

第7・8図にP2.......5・11.......18・20.......24・26・31・32・35.......37の23基を示したロ P4から越前聾が1点出土

しているのみで，他は遺物が出土していない。いずれのピットも時期は不明である。

士坑 9の周辺及びその東側に点在する P2-5・11.......14・16-18は，建物の柱穴の可能性を考えた

が，断面に柱痕を確認できず，調査区が狭く全体像を見渡せないこともあり，判定はできなかった。 P20-

23・31・32・36は，周辺に撤去できなかった近現代の構造物や撹乱が多数見られる。 P20・21は撹乱の影響によ

り遺存状態が悪く，底面だけが残存したと考えられるa

3)溝(第9図)

溝は調査区南側で l条検出した(溝1)。溝 lは周辺に撹乱が多く入り，平面で範囲を確認することが困難で

あった。そのためサプトレンチを設定し，断面を確認しながら遺構検出を行った。中世の向器が6点，近世の陶

器がI点，計7点の遺物が出土した。北東から南西方向に延びていると考えられるが，狭い調査区内で検出した

ため全容は不明である。中世の遺物が多く出土しているため，時期は中世後半まで遡れるものと考えられ，士坑

12と同時期の可能性がある。
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士坑28

1. 10YR3/2帰褐色士'自信銀し、しまリ強.Vルト粒・赤褐色艦・炭化物酔量骨む.

土筑1

jI 
土杭1

1周 10YR3/1 昼褐色土粘性・しまり強.

2. 10YR1.7/1 屠色土庫橿土周粘性・しまり強.

2届 10YR3/1 愚補色ヰ粘性・しまり強.

4届 2.5YR4/3 オリープ褐色ヨンルト質土儲性・しまり鋸し.

c 

土.f)t19
1眉 7.6YR3/1 鳳褐色土粧佳錯し‘しまり強.赤褐色也子、シルト盤少量骨む.

2届 10YR3/3 晴褐色主軸性集し、しまり強.赤褐色位子、シルト粒少量含む.
S届 10四 :412 灰貧褐色ヨンルト 縮性・しまり弘

4掴 10YR3/1 鳳褐色士軸位・しまり掃し.章構色粒子、シルト粒微量脅む.

P6 P7 

・Z5m旦!，2 ~ 

タμμタづ

P6 
1周 10YR3/1 届褐色土貼佐穂し.しまリ萄.
2贋 2.6Y4/2 崎原賀色土鮎世銀し、しまり弱.

土杭10
lJ・10YR3/1 属褐色士縮性錯し、しまり怠シルト位多量青む.
2届 2.6Y4/2 晴灰黄色主軸性錯し、しまり輔.シルトプロック・砂粗多量含む
3周 2.6Y4/2 晴民黄色士給色無し.しまり調.~Jレトプロック・砂粒多量青む

P7 

l届 10YR3/2 繍褐色士婚佳集し、しまり弱<ンルト魁を少量含む.

2. 2.6Y4/2 晴灰黄色士漏住銀し、しまり弱.

g
r
一日

M
M

P9 
1肩 10YR3/1 黒褐色土粘性鋸し、しまり強.$'ルト位少量青む.

P33 

"1511~ ~ 5聞 ー ー

ミ2
P33 

1屑 10YR311 黒褐色土粘性経し.しまり弘シルト理主・耳障褐色粒少量含む.

2眉2.5Y4/4 オリープ褐色土 枯性摘し‘しまり函.シルトプロックー量脅む.赤褐色盤!t量脅む.

E務
PI0 
1周 10YR2/2 黒褐色主粘性無し.しまり強.$'ルト粧を少量含む.

2眉 2.6Y4/2 暗反黄色土鮎世銀し、しまり廻.$'ルト粧聖書量脅む.

放
P8 
1周 10YR3/1 蝿褐色士貼性無し、しまリ強.シルト粒少量骨む.

民球
土坑16
1層 10YR2/1 轟色土粘性凪しまり乱

2膚 10YR3/1 黒褐色土粘性凪しまり強.シルト粧坐量青む.

3層 10YR3/2 果栂色主粘性騎.しまり強.$'))，トプロック多量含む.

4層 10・YR3fl 操栂色土結性鏑し‘しまリ強.砂盤・シルト艦長量古む.

。 。{40) 2m 

第6園調査区①平面図 Iと遺構断面図

8 



一一 一一ー --一一一、ーー、一

土坑22
I.3QI'I'I旦旦

た2
士坑22
1屑 2.6Y3f2 黒褐色土粘性録し.しまり弘氏~t，働・赤褐色艦少量脅む.シルトプロッタ多量青む.

土坑24 土坑23

'/¥. ーゲム土杭24

勿務今放223;説 1 思22AZL75;?-73よfJzzzf完全む・

主坑20
' c c .....剛

鍾昆川 ι'i 士坑20
~ [，ラタ I届 10YR4/2 灰費補色主軸性録し.しまり弱.シルト盤・赤褐色粒少量含む.砂艦多量青む.

丸必m
ー土坑21白

‘...聞」ニ ニー

放すいー叫し一一量含む世Jレト帥量合払

ヰ坑23

震長亥
1厨 7.oYR3/1掃縄色土給量無し、しまり強.シルト櫨・

赤褐色誼・炭化情少量青む.

Z眉 2.oY4/2 陪原黄色土鮎佐察し、しまり調.$'ルト艦・

赤褐色盤を少量含む.

土坑4
&.30n_i f" 

表議
士抗4

2層 10YR3/1 黒褐色土結性無し、しまり強.赤褐色艦安量青む.

2周 10四 312 黒梼色土縮性指し、しまり強.シルト艦 'iIl構色紘少量青む.

P24 

開閉~ P24 
1眉 2.6Y3/2 轟褐色土粘性皇居し‘しまり強.シルト粧多量青む.

P3 

被
1. 10YR3/1 届褐色士縮性指し、しまり.. 

シルト艦!t盤古む.事栂色絵..量.fI:働少量含む.

2. 10YR3/2 煤褐色士結性無し、しまり抱.

シルトプロック'量青む.青梅色魁..量化相少量含む.

2層 2.6Y4/2 噛灰鼠色土鈷性錯し.しまり圃.

シルトプロック多量含む.赤褐色魁少量含む.

士筑2
&.:11掴 ← ー

土坑2

1踊 10YR3/2 踊褐色士精盤語、しまり強.~}レトプロック多量含む.

カ汚デ/ 赤褐色艦・炭化情少量青む.

P17 

-fcya..
1 開閉

1ゲ

i

宇3

仁
". 

P17 
E層 10YR3/1 蝿褐色土結住銀L、しまり強.$'ルト位少量骨む.

2層 2.5Y4/2 晴灰黄色シルト質主粘性・しまり録し.

十← 一 一 一~ @P23 

1 ，21 n I! 弘

子20 @ P22 

P4 
k k' 

師側一

P4 

安Z1周 10YR3/1 易構色土粘佐 ・しまリ弱.シルト艦・赤禍色盤少量含む.

2周 10YR3/2 帰補色士鮎佳 ・ しまリ弱.赤褐色車~!þ量脅む.シルト艦多量合む.

査隊恥
土坑15 土抗2

・m抜d
土1Jtlo
1眉 10YR3/1 畢褐色士 結性豊富し.しまり!Il.!Iルト艦 ・耐褐色量少量青む.

2届 2.5Y4f2 晴民賞補色ヰ粘性無し.しまり珊.シルト盤書量含む.赤褐色盤少量含む.

D (11柑}

第7園調査区①平面図2と遺構断面図(1)
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iU.~旦土坑3 土坑9 旦

/協ぉJ
P16 
o oi ・30m-=-'"寸

ンぐ " 

//'7/ 

P16 
1眉 10YR8{1 撮褐色土特性無し、しまり強.シルト鑑・赤褐色粧少量青む.

土杭9

1周 10YR3{1 鳳褐色土粘性鏑し.しまり強.民4抽粒・赤褐色盤・シルトプロック坐量音む. P15 
2周 10YR8{2 婦褐色士粘性無し、しまリ弘炭化慣粒・赤褐色魁少量青む.シルトプロッタ多量骨む1"伺

‘国剛戸ヨ

P18 !，じf

mf E m jぷ
づク劣づ 1周 2品Y3{1輔色主軸性・しまり田.!Iルト粧組合む.柿色粒姐含む.

P15 
1届 10YR3{1 黒褐色主軸性無し.しまり強.!Iルト粒・赤褐色盤少量含む.

Pll 

P2 
1.20111 _!_ .!_ p z 回開一一 一

円~ 1贋 1OYR3{1 鳳褐告士粘性・しまリ鍋し.0/ルト粒・赤褐色艦!J>量青む.

坊初づ P5 

.. 田1ft...!.. !_ Pll 

雰ヌ 1周 l0YR8fl 醐色土岨・しまり強.0/ルト艶輔幽些齢む.

， 
u u ....副

夜空男
パ ーザラ P6
/l τ~ 1周 1似1I3{1 婦褐色土粘性無し.しまり強.シルト櫨・赤褐色魁少量脅む.

W//，-2. 2.町'4{3 オトプ褐色士紡性録し、し制調.シルトプロヲタ・青梅信組少量脅む.

PIZ 
l周 10YR3{1 黒褐色土 粘性鱒し、しまり弱.!Iルト粒多量脅む.捧褐色艦少量含む. P14 

...0田_"'!_ ，1 !_ P14 

子労予子づE層 1町悶{1 轟褐色土結怪童書し‘しまり面.シルト盤多量含む.l!l褐色舷少量青む.
醐聞主 土坑29旦

弘J
P13 
1周 10YR8{Z 蝿縄色士粘性・しまり面.シルト盤 .tJ褐色趣9>量青む.

土坑29
&割削旦 竺

。入 2 ιう土抗29

づ外 J予て;1層 lUYR2{2 県褐同生土粘性・しまり碩.炭化物盤・シルト盤・赤褐色魁9量青む.

Mジ必ジジ予デデデ2層 10YR8/Z 黒褐岨主粘性・し車り現.シルト粧・赤褐色粒少量含む.

土坑27 P35 P31 
U 加 工 L &回開旦 里一

ユ沿リ7主坑u Iパ 防
刀舛 ラ 1層 10YR3/1 緑樹色土精佐錆し.しまり強.0/ルト艦..縄色経少量古む. カ-/¥ μfシ
必何// 2 • Z.6Y4/Z 晴嵐黄色士結臨し.しまり調.~JVトプロック姐骨む. 伝えμ P36

%のタラづ 1周 2.5Y3{2脚色土鮎悼し、しまり強.0/ルト種多量脅む.輔色盤少量脅む.

P31 
.却III~ ~ 土坑5

1 れ ・却mE EJ 
分>-，f予P31
~ ， ~ '1 ii 10YR8{1111l11e士削ししまリ..!lNげ M 赤間期む・ 務斎ルヨ
~ 土腕5

E周 l0YR3{1 .褐色士粘性録し、しまり強.シルトプロヲタ.荷縄住粧を!t'量青む.

2周 Z.5Y4/2 晴灰黄色土粘性績し.しまり弘シルトプロヲ久

幻

c
ヲ
タ

P

T
ア
/

担

C

一芳心

P
聞

P32・P37
lJ圃 10・1'R3/1 県褐色土 粘性摘し.しまり強.シルト盤・岩橋色魁少量告む.

土坑8.P26

碗P36 

開園

同~_E_ 土坑11 F' 

士坑8
1周 1日YR3{1 鳳縄住士粘世銀し、 Lまり強.シルト粧・ シルトプロック ・赤褐骨盤少量骨む.

2周 2.5Y4/自 崎医黄色土縮性鋪し、しまり強.$'ルトプロック多量骨む.赤褐色艦少量脅む.

PZ6 
l届 10YR3{1 識調色土精佐鋸し、しまり強<ンルト魁・赤褐色盤少量含む.

2. Z.1iY4/Z 時灰黄色士精佳鋸L、しまり強.$'ルトプロック多量骨む.赤褐色粧!J>.量骨む.

P36 
lJ・1日YR3{1 操褐告士粘性無し、しまリ強.0/ルト粧・赤禍告粧少量青む.

-
主坑11
l周 10四 3{2 易構色土粘性保し、しまリ強.上部に撹乱届あり.栂少量含む.

Z掴 1口YR3{2 娘補色士 帖僧無し、しまリ強.シルト粒・シルトプロック多量舎む.炭化駒・斎橋色艦少量脅む.

甥繍務ゑ

PZZ 
l屑 2.5Y3/1 員褐色土馳怪指し、しまリ強.赤褐色韓少量脅む.
Z眉 2.1iY4/Z 崎原黄色シルト畳土縮性・しまり強.赤褐色僅少量告む.

土坑14
1届 Z.5Y4/Z 暗民黄色シルト質主粘性・しまり強.赤褐色盤少量青む.

Z掴 10YR3{1 帰褐色土胎盤無し、しまリ弱.古川レト舵畢量含む..褐色経少量含む.

S膚 Z.IiY4/3 オロープ褐色士職住車躍し、しまり強.シルトプロック多量合む.赤褐色粧少量含む.

P2日B
l層 2.5Y3fl 畢褐色土魁偉無し，しまり強.シルト艦轟量量む.揖縄色盤!t量古む.

2掴 2.6Y4/3 オリープ褐色士結笹錯し、しまり語.$'ルト盤 ・蔀欄色盤少量骨む.

P20・P21
P20 

li: l眉 2.5Y3fl 鳳褐色土粘笹・しまり碩'.~ルト鑑多量合む.
P21 
1周 Z.IiY4/2 晴灰貧褐色士 粘性・ しまり銀し.'tIJt.oトプロック費量骨む.

。a蝿帽旦

万タ努 (1/4劫 2m 

第8園調査区①平面図2の遺構断面図(2)
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主主r8-S

土抗25
ぶ

1.，&"，旦
土坑18 • 

放反核

土焼18

1屑 2_5Y3/1 黒褐色主軸住銀し.

.....~三

主杭13

しまり強.シルト僅

少量古む.

土坑13

1.10'"主
土坑12 b-

士1Jt12
1届 10YR3/1 馬栂色主粘性摘し、しまり強.

2周 2_6Yll/2 鵬褐色士結栓錯し.しまり強.'tIJttト車~.量舎む.

3屑 10四 2/1 黒色土粘性調.しまり弘膚案土少量音む.
4眉 10YR3/1 思縄色土粘性錦し.しまリ強.シルト粧.砂粒9量含む.
5届 2_6Yll/I 鳳褐色土 軸性鏑し.しまり強.シルトプロック多量含む.

6周 2_6Yll/I 黒褐告土粘性・しまり強.

c 

1周 I0YR3/1 踊褐色士結佳錦L、しまり強.シルト粧-iIl褐色控・炭化蜘少量骨む.

2周 2_5Y4/2 暗灰黄色土縮性錯し司しまり弱.シルトプロック多量脅む.赤褐色粒・炭化物少量青む.
3周 2_6Yll/l 掘調色土結性錦L-.しまり弱.シルトプロヲク・赤褐色粧・炭化唱面接量合む.
4届 2_5Y4/2 暗民黄色士結性鏑し.しまり弱.シルトプロック轟量古む.赤褐色離脱化働少量含む.

溝1

Ll!5"'-.!! 

三要
溝I

l}圃 2_6Yll/l 轟掲色土粘性掃し しまり強.シルト盤・赤褐色盤・炭化岨少量含む.

2周 5Y4/1 灰色$')レト質主粘性無し.しまり強.~Jレトプロック多量青む.
3周 2_6Yll/2 鳳褐色士 粘性無し.しまリ強.シルト盤多量脅む.

土坑25 • 

土杭25弘三 1周 2.6Y1I/l 易褐色土鮎笹無し、しまり強.~)レト粒吾量合む.
2届 2_5Y4/2 崎氏黄色土魁性調院し.しまり調.シルトプロック多量含む.

土坑17

mら~
土焼17
1届 10YR3/2 黒褐色主粘性皇居し、しまり強.シルト盤膏量含む.

2届 6Y4/2 灰オリープ色士粘性掃し.しまリ踊.

その他
。

(1/20) 1m 

。
平面図・土坑12・溝1

(1川~ 1m 

第9園調査区①平面図3と遺構断面図
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4 調査区①の出土遺物

調査区①では遺構及び遺物包含層からの出土遺物は少ない。掲載遺物の大半は撹乱内から出土し，近現代の陶

磁器・ガラス製品等と混在する中から古代~近世に比定されるものを抽出し，第10~ 12図に実測図を掲載した。

個々の法量，観察所見は表2にまとめた。

1~7 は土坑から出土した遺物である。中世の遺物と考えられるものは，珠洲片口鉢(1 ) ・壷 (5)，青磁碗(6 ) 

等がある。 6は外面に線描きによる蓮弁文が施され， 15世紀末~ 16世紀に比定される。近世の遺物と考えられ

るものは鉄紬の鍋 (2・7)，肥前系の磁器皿(3 )がある。 3は見込にコンニヤク判による五弁花文が施され，

17世紀末~ 18世紀に比定される。 8~ 13は溝1からの出土遺物で，中世に比定される珠洲聾 (8・9)，瀬戸

美濃系の陶器皿(13)等が見られるが，近世に比定される京信楽系向器碗(12)もある。

15 ~ 57は撹乱もしくは包含層出土遺物で，古代の遺物は8世紀代に比定される須恵器有台杯(15)，須恵器

室(16)がある。中世の遺物は，珠掛|査(17・18)，珠測費(19~ 21)等がある。 24~ 38は近世に比定さ

れる磁器で，肥前系の皿 (24~ 30)・碗 (32~ 34)・仏飯器 (35・36)・徳利 (37)，瀬戸美濃系の碗 (31)，

産地不明の徳利 (38)がある。24は見込に風景画が描かれ， 18世紀末~ 19世紀に比定される。 25は外面に唐

草茎文が描かれ， 17世紀末~ 18世紀に比定される。39~ 56は近世に比定される陶器である。灯明皿 (39)，

皿 (40・41)，京信楽系の碗 (44~ 46)，鉄紬の鍋 (51・52)，肥前 (唐津)の櫛描文鉢 (53)等が確認できる。

49・50は同一個体の徳利で，体部外面に「今Jの字が書かれる。57は左廻り三巴文・16連珠文の黒軒丸瓦である。

J 副島 ノ勺

予:輯掃員益//
4司f!吋鞠紗"'V 1 ~ 
¥-十rJ卜γlヲコシ

土坑 l 2 土坑9 3 

グ:ふ;誌、、
お ¥二会?町、さ て司 J 

土坑 16 5 土坑 19 6 

今、出 〈zf

潜 l
10畑、¥ー トイ3

その他。
(1/3) 10咽 9 (1/4) 

4ヒ二コ二二Z二二コ

、二一」てフグ

土坑28

P4 

第10国 土坑1・9・12・16・19・28・溝1・P4の出土遺物
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第11園 調査区①の遺構外・ 撹乱出土遺物 (1)
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τ二 l 49 

~-」込ノグ

ミー 7!
穴二二一I

町~
5 調査区②の遺構

54 

f 
1・... ~ J その他

第12図 調査区①の遺構外・撹乱出土遺物 (2) 

0 
55・57
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10四

10四

調査区②は幅2.4m，長さ50.0mで，絵図面を見ると東側から中央部は二ノ丸内の重臣クラスの居住域，西側

は屋敷地周辺を取り囲む土塁に相当する。調査区東側から中央部において土坑4基，ピット 6基，溝 l条を検出

したが，西側は撹乱を受けており土塁の痕跡は確認できなかった。遺構は撹乱を受けているものが多く時期と性

格の特定は困難で，重臣の屋敷に関連するものかは不明で、ある。以下，調査区東側より遺構の種類ごとに記述する。

1 )土坑(第15図)

土坑111は調査区東側で検出した。底面付近で、径30cm程の肩平な川原石がl点出土しており，溝109でも同様

の川原石が出土している。土坑104・106・108は調査区中央部でピットと共に検出した。土坑104・108から近

世阿磁器・瓦が出土している

2) ピット(第14・15図)

P101 ~ 103・105・107・110は調査区中央部より集中して検出した。埋土は土坑104・106・108を含めて全て

単層で差異は見られない。これらの時期は近世で，近接した時期に掘削されたと考えられる。

3)溝(第15図)

溝は調査区東側で溝109をl条検出した。溝109は北西から南東方向に延び，東側でL字に屈曲し北東方向に

延びる。 2条の溝が重複している可能性もあるが，埋土 l層が共通するため一つの遺構として扱った。近世磁器

の徳利が l点出土しており，時期は近世と考えられる。底面から径30cm程の川原石が検出された。
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第13園 調査区②全体図
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3周 10YR3/1 思欄色土借住・しまり強. 7屑 Z.5YR3/1轟褐色土軸怪 ・しまリ強.
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第15園調査区②平面図2と遺構断面図
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6 調査区②の出土遺物

調査区②は，遺構からの出土遺物が少ない。掲載遺物の大半は撹乱からの出土で，近現代の陶磁器(r日陶則武」

INIPPON TOKI KAISHA NoritakeJ銘あり)等と混在する中から古代~近世に比定されるものを抽出したも

のである。第16・17図に実測図を掲載し，個々の法量，観察所見は表2にまとめた。

58は溝109から出土した肥前系の磁器徳利である。外面に透明紬を施し， 18世紀末~ 19世紀に比定される。

59 ~ 93は撹乱出土遺物で，古代の遺物は9世紀前半に比定される須恵器無台杯 (59)，土師器聾 (60)，中

世の遺物は珠洲播鉢(61)，越前播鉢(62)がある。63~ 75は近世に比定される磁器である。63は鍋島焼の皿で，

新潟県内の出土例は佐渡奉行所跡に次ぐ二例目となる。体部外面に牡丹唐草文，体部内面には線描きの区画内に

牡丹文が描かれ，高台外面には鍋島焼の特徴の一つである櫛歯状文が均等な間隔で描かれる。 17世紀末~ 18世

紀前半に比定される。他には肥前系の皿 (64~ 67)・碗 (71~ 74)，瀬戸美濃系の皿 (68・69)，伊万里青磁

の皿 (70)・筒型香炉 (75)がある。高台内に64・71は「大明年製」の銘が，72は 「角福」の銘が見られる。

65は外面に唐草茎文を描 く 。 いずれも 17世紀末~ 18世紀に比定される。66は見込を蛇の目紬ハギし，内面に

素描の文様を描く。 18世紀末~ 19世紀に比定される。 70は蛇の目凹形高台を呈し， 17世紀中頃に比定される。

76 ~ 93は近世に比定される陶器である。灯明皿 (76)，型造りの玩具皿 (78・79)，肥前(唐津)の鉢 (80

~ 82)・播鉢 (83)・壷 (90~ 93)，瀬戸美濃系の壷 (86~ 88)等が確認できる。 81・82は内面に櫛描波状

文が描かれ， 17世紀末~ 18世紀に比定される。 90は内面に格子状のタタキ痕が見られ， 91は体部外面に横方

向の沈線が複数描かれ，内外面に格子状のタタキ痕が見られる。いずれも17世紀後半に比定される。

努五九。
溝109 58 

1ムザ も ι℃JI II~
!とニベだ

マ二さ弓ど
仁コ伊万里青磁

。 (1/3) 10皿

て~~之、く匂ゆ~9
第16図 溝109・調査区②の遺構外・ 撹乱出土遺物(1)

16 



σ 
~d 

<(j) 71 

て三五zグ

ヰ二一 | 

、

会 イ
⑧ 72 宍~

実三Lノ

三竺三三ふ

88 IJ 

その他。
(1/3) 。 咽 o (1/4) 10咽

80~84、 90~93

第17園 調査区②の遺構外・撹乱出土遺物 (2) 

17 

しょ
、三巴ずJ

84 

}=司

仁コ伊万里青磁



7 調査区③の遺構

調査区③は幅2.4m，長さ66.5mで，絵図面を見ると南側が二ノ丸中ノ門付近に位置する。中ノ門に伴う析形

内の整地層，中ノ門に伴う小門の柱穴(土坑201)，整地層を断ち切って設置された木柱列が検出された。

整地層はグリッドKu2・1-5・3・1-5の範囲及びグリッドKtの西側断面でもKs境界付近まで確認された。延

長約20mに及ぶもので，中ノ門の析形に関連するものであろうか。整地層は砂を主体につき固められ，出土遺

物はない。 Kv2-2・3で土坑 1基(土坑201)を検出した。本遺構は整地層の範囲外で黒褐色土(基本層序③N

層)を切って構築されている。中には

30個以上の石が4点と加工板材 (94)

l点，それに被熱した離が詰まってい

る。地盤の悪い場所であり，上物を持

ちこたえるため根石をしっかり入れる

必要があったのであろう。小門の東側

柱礎石の可能性がある。

北側では整地層を切った布掘を伴う

木柱列が検出された。一辺約12四の

角柱が約10四間隔で147本南北に埋

鼓されていた。木柱列は病院と道路の

境界にある固掘形から洋釘 (97・98)

が出土していることから，時期は大正

期以降と考えられる。

8 調査区③の出土遺物

1 トマ""---主

⑥ 

第18国土坑201詳細図

調査区③の遺構からは木製品・鉄製品が出土した。士器・陶磁器・瓦は揖乱からの出士で，中世・近世に比定

されるものを抽出して第20・21園に実測図を掲載した。個々の法量，観察所見について木製品は表3，それ以

外は表2にまとめた。

94は土坑201から出土した板材で，樹種はマツ属である。表面・右側面にチョウナによるケズリ痕が見られ

るが，裏面・左側面には確認できなかった。 95・96は木柱列より出土した木柱で，小口面に「企Jr C~:)Jの刻印

が見られる。 97・98は木柱列の掘形内で出土した洋釘で，大正時代以降の所産と考えられる。

99 -107は開磁器で，越前摺鉢 (99)，肥前系の磁器碗(100・101)，瀬戸美濃系の磁器碗(102)・向器皿

(103・104)等が確認できる。 101は内外面に網目文が描かれており， 17世紀末-18世紀に比定される。 103

は見込に花文が刻印されている。瀬戸美漉大窯編年第1段階 (16世紀初頭)に比定される。 109-128は瓦で，

嬬し焼の黒瓦 (109-124)と施糊された赤瓦 (125-128)がある。軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦・平瓦・面戸瓦

に細分される。軒丸瓦(109'"112)の瓦当文様は左廻り三巴文・ 16連珠文で， 109にはカキヤプリ痕がある。

丸瓦 (113-117)には宝縁が付き，凸部外商はタテのナデないしヘラミガキである。凹都内面の基本は横位

のコピキ痕と布目痕が基本 (113)で棒状工具によるタタキ痕が加わる (114-117)0 114の下端面にはカキ

ヤプリ痕が残る。軒平瓦(118-120)の耳当文様は均整唐草文で大阪式 (118)・江戸式 (119・120)がある。

平瓦(121-124)はナデ調整され， 121の側面には挿印がある。軒丸瓦(125)は右廻りの三巴文である。丸

瓦(126・127)の調整は黒丸瓦と同じである。面戸瓦 (128)は丸瓦を利用し，上面・左側面に溝を入れて打

割し周縁をヘラケズリしている。

18 
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9 調査区④の遺構

調査区④は幅8m，長さ20.8mで，二ノ丸南側の堀の中と推定されていた。鋼矢板を打設後，切梁の設置の

ため現地表面下1.5mまで漉き取られていた。調査区は東側から切梁によって区画し，④-1-④-4と呼称した。

発掘は重機(バックホー)と人力で行い，現地表面下約3mで堀底に達した。堀底は北側へ急に傾斜し，北側の

堀の立ち上がりは不明である。堀底の南側では底面より40咽立ち上がるステップとそこに打ち込まれた杭と横

木による護岸施設，幅3.5m.長さ4.5mの南北に延びる断面がU字状の溝が検出された。護岸施設の杭とステッ

プの傾斜角度はほぼ同一で有機的関係を持つものであろう。杭の裏側には断面を見る限り士砂がプロック状に入

れられ，その目的が達せられている。護岸施設は標高約6.2mの地点で東西7.8mの範囲で杭が18本検出された。

柱聞は1-2・3.......6が約90佃， 2.......3が1.5mを測る。杭は直径約9佃で粗砂層に打ち込まれ， 1 (掲載番号

230)の樹種はウルシである。護岸施設は南北溝以西に続くかは不明である。南北溝の埋土は14層で古い段階

のものであろう。櫨き取られた地層及び 1層は明治期の堀の埋土や戦後の撹乱層で，現地表面下1.5mで汽車土

瓶・相馬焼風士瓶の出士， 2mまでは牛乳瓶 (182)・茶碗(147)・ガラス片が， 2.5m付近からは瓦・陶磁器・

木製品が出土するが， 10層・ 14層と下層に行くと木製品が多くなり，瓦・陶磁器の出土量は少なくなる。

7.10聞~

槙(東壁) 13周 6Y4/1

1周 6¥'311 オリープ鳳色主勧性..しまり強.砂粧9量青む. 14.届 2.6Y4/1

Z届 2.6¥'311 恥褐色精寅土斡倍強.しまり強.砂魅It量含む. 16周 6Y6/1

3属 2.5Y3f2 黒褐色粕質土粘性:..しまり強.砂粒9量青む. 16.周 6Y5/1

4眉 2.6¥'3/3 暗オリープ褐色土鮎性語、しまり碩.砂畢量骨む. 17周 7.6Y4/1

E届町'4/2 灰オリープ色砂質主粘性調.しまり現. 18.圃 7.6Y5/1

8周 2.5Y3f2 鳳褐色士結性弱.しまり調.砂多量青む. 19周 6Y4/1

7屑6Y4/1 灰色結質土粘性強、しまり強.o粧多量青む. 20周 6Y5/2

8周 2.6Y4/1 11灰色砂貴士粘性調.しまり碩. 21周 6Y6/1

B届 6¥'311 果樹色土紛性豊凪しまり強. 22凪 6Y4/2

10周 2，5Y3/1 厩褐色士縮性強、しまり強.砂粧*<青む. 23周 6Y6/1

11周 6Y3/2 オリープ県色土粘性強.しまり.. 24眉 6Y4/1

12眉 6Y4/2 原オリープ色砂責主粘性調.しまり扇. 25.圃 5Y3/1

第22園堀断面図
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10 調査区④(堀)の出土遺物

調査区④(堀)からは陶磁器のほかに瓦・木製品が多数出土した。実測図は向磁器類(第25・26図)・瓦(第

27..... 29図)・木製品(第29・30図)にそれぞれ分けて掲載し，個々の法量と観察所見について，陶磁器類・瓦

は表2，木製品は表3にまとめた。

古代の遺物は須恵器横瓶 (129)，杯 (135)，中世の遺物は珠測費(130)・壷(131)，越前捕鉢(132..... 

134)がある。 136-146・148-155は近世に比定される磁器である。瀬戸美混系の皿(136)・碗(144

-146)・鉢 (148)，肥前系の皿(137・138)・碗(139'" 143)・徳利(153・154)・泊壷(155)のほか

に，蓋付鉢 (149・150)・蓋(151・152)がある。 139は内面上半に格子文を描き， 140は外面に青磁軸を施

して見込に草花文を描く。高台内に141は「大明年製」の銘が， 142は「禍福」の略銘が見られる。 139.....142 

は17世紀末~ 18世紀に比定される。 145は見込に烏文が描かれ， 18世紀末~ 19世紀に比定される固 146は見

込に虫文が描かれ， 151は蓋外面に「合字示偏変形福字』の銘が見られる。いずれも18世紀後葉に比定される。

155は外面に梅花文を描き， 17世紀後半.....18世紀中頃に比定される。 156.....177は近世に比定される陶器であ

る。瀬戸美槙系の皿(156.....160・162)・碗(163.....167)・壷(175)・徳利 (176)，肥前系の皿(161)・

鉢 (170・171)・聾(177)等が確認できる。 156は見込を紬ハギしており，形態から16世紀末-17世紀初頭に

比定される。 157は見込に重ね焼きの際に使用された胎士目が見られ， 17世紀に比定される。 164は畳付を含む

内外面に鉄軸を施し， 170は見込を蛇の目軸ハギする。いずれも17世紀末.......18世紀に比定される。 178.......181 

は土器・土製品で， 178は火入れ， 179は賠賂， 180は手帰り， 181は烏形の土筒である。 182はガラス製の牛

乳瓶で，内容量は「三扮(デシリットル)Jとある。牛乳瓶は岡和26年の計量法で内容量が表示されるようになり，

同31年の 『通産省令39号』で内容量が180m!に統一されたため(桜井2006)，182はその聞に製造されたもの

と考えられる。

183....... 219は耳で，螺し焼の黒瓦(183.......205)と施糊された赤瓦 (206.......219)がある。軒丸瓦・軒平瓦・

丸瓦・平瓦・面戸瓦等に細分されるが，軒平瓦・平瓦の中に桟瓦のー郁が含まれている可能性もある。軒丸瓦(183

-187)の瓦当文様は左廻り三巴文・ 16連珠文で， 187の珠文は他に比べて小さく，つぶれていない。 188は

瓦当面の小さい掛瓦類の三巴文で，巴はつぶれている。丸瓦 (189.......197)は玉縁の凸部外面が横ナデ，凸部

外面は縦のナデないしはヘラミガキで先択のあるものが多い。凹部内面は横位のコピキ痕と布目痕が基本で，棒

状工具等によるタタキ痕が加わる固 195には指頭痕が残る。 196は谷丸瓦で凹都内面下端は大きく斜めに削り落

とされている。 192・197の凸面には菊花文が挿印されている。軒平瓦 (198~ 201)は江戸式 (198~ 200) 

と様式不詳 (201)がある。 201は線が太く織細さを欠く。平瓦 (202.......205)はタテ及び横ナデ調整で，コピ

キ痕は見られない。 203の下辺は施溝後，半割されている。 202の裏面には「瓦家 六丑九月日」と線刻銘がある。

軒丸瓦 (206-208)は左廻りの三巴文で， 206の珠文は12を数える。丸瓦 (209-212)の凸・凹面調整は

基本的に黒丸瓦と同じである。軒平瓦 (213-216)は大坂式 (213・214)，江戸式 (215)と様式不詳 (216)

がある。平瓦 (217)はナデ調整の後に方形区画沈離を描く。面戸耳 (218・219)は表裏・側面ともナデ調整で，

219の片面には突起が付く。

220'" 244は木製品である。 220・221は漆器椀で，内外面に黒色漆が施されるが文様は見られない。 222・

223はー木による連歯下駄である。 223は後歯の減りが著しい。 224は独楽， 225は用途不明の部材， 226は角

材を上から三角・円・四角に成形した部材である。 230は堀の護岸施設に使用された杭で，樹種はウルシである。

樹皮が残存している部分があり，その上から漆を掻きだした痕が見られる。 231.......234は桶・曲物の底板の可

能性がある円形板， 235....... 238は桶の側板である。 240-242は板材で， 242は表面にチョウナ痕が見られる。

244は墨書板で，縦に半割されていることもあり内容は特定できなかった。
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表 1 遺構一覧表

土坑

調査区
主なグ

遺構名
リッド

土坑l ① Eh4・2

土坑2 ① Ei5-2 

土坑3 ① Ei5・2
土坑4 ① Ei5・1

土坑5 ① 
Fil-
3Fil・4

土坑8 ① 日1-3

土坑9 ① FiI-2 

土坑 10 ① Eh4-4 

土坑 11 ① Fil・4

土坑 12 ① 町1町l-2-1 

土坑 13 ① 阿佐2
土坑 14 ① Fil・5

土坑 15 ① Ei5-2 

土坑 16 ① Eh5-4 

土坑 17 ① 町2-5
土坑 18 ① 日2-5
土坑 19 ① Eh4-3 
土坑20 ① Ei5-1 
土坑21 ① Ei5-1 
土坑22 ① Ei5-1 
土坑23 ① Ei5・1
土坑24 ① Ei5・1

土坑25 ① 町3-4

土坑27 ① 日1-3

土坑28 ① Eh4-2 

土坑29 ① FiI-3 
土坑 104② Gpl-3 
土坑 106② Fp5-3 
土坑 108② Fp5-3 
土坑 111② Hp3-1 

土坑201③ 
Kv2・
2Kv2・3

溝

調査 主なグ
遺構名

区 リッド

町2・溝 1 ① 3町2-4

溝 109② 
Ho4-
5Hp4-1 

規模(四)
切り合い

挿図
図

出土遺物
(旧→新・不明~) 平 断 版長軸 短軸 深さ 時期

函 面

(145) 80 近世
珠測片口鉢(1)・陶器鍋(2)・磁器碗・

土坑 19→土坑1 6 6 1 
土器皿

(32) 25 5 近世
P3紳士坑2紳士坑

7 7 1 15 
40 25 35 近世 土坑3特土坑9 7 7 
70 20 7 7 1 

87 63 10 7 8 

31 25 20 7 8 
120 83 34 近世

肥前磁器皿 (3)・磁器碗・陶器・ 土坑 15件土坑9付
7 8 1 

以上 瓦片 土坑3
53 48 43 陶器摺鉢 6 6 1 
120 

95 45 近世 陶器皿 7 8 
以上

103 50 中世 越前費 (4) 9 9 1 

195 90 30 一 陶器壷 9 9 1 

33 20 10 一 一 7 8 1 

(34) 25 5 近世
士坑2紳士坑 15特

7 7 
土坑9

65 55 
珠測壷 (5)・中世土師器皿・陶器

6 6 1 
費

31 8 9 9 
(35) 20 8 陶器蜜 9 9 
(40) 25 近世 青磁碗 (6) 土坑 19→土坑1 6 6 1 
34 40 7 7 1 
40 28 20 7 7 
35 30 30 7 7 
60 35 15 土坑23特土坑24 7 7 1 
31 30 18 土坑23特土坑24 7 7 
40 20 溝 l特土坑25 9 9 

以上

31 25 30 7 8 
120 25 近世 陶器鍋 (7) 6 6 1 
以上

45 40 35 P13→土坑29 7 8 
34 34 22 近世 陶器碗・磁器碗・鉄釘 14 14 2 
76 32 28 近世 14 14 2 
40 18 33 近世 陶器鉢・瓦片 14 14 2 

63 35 近世 15 15 2 

145 87 43 近世 板材 (94)・杭・自然様 18 18 2 

規模(姐) 切り合い(旧→新 持図 図出土遺物
長軸 短軸 深さ 時期 -不明特) 平面 断面 版

珠測量趣 (8・9)・越前裏 (10)・鳳信
180 20 中世 楽系陶器 (11・12)・瀬戸美浪陶器皿 漕 I特土坑25 9 9 1 

(13)・肥前磁器碗

30 近世
肥前磁器徳利 (58)・陶器播鉢・磁器

15 15 2 
碗
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ピット

調査区
主なグ

規模(四)
切り合い(旧→新・

挿図
図

遺構名
リッド 長軸 短軸 深さ 時期

出土遺物
不明特) 平面 断面 版

P2 ① Fi1-2 20 18 8 7 8 

P3 ① Ei5-2 25 35 P3特土坑2 7 7 

P4 ① Fil-2 20 15 20 越前妥(14) 7 7 z 
P5 ① Fi1-3 20 20 25 7 8 

P6 ① Eh4-3 15 15 7 6 6 

P7 ① Eh4-3 29 25 6 6 

P8 ① Eh5-4 15 15 30 6 6 2 

P9 ① Eh4-4 18 18 33 6 6 2 

PI0 ① Eh4-4 25 25 25 土器片? 6 6 

P11 ① Fi1-3 20 18 10 7 8 

P12 ① Fi1・3 13 12 15 7 8 

P13 ① Fil-3 15 20 P13→士坑29 7 8 

P14 ① Fi1-3 13 10 3 7 8 

P15 ① Ei5-2 15 28 7 8 

P16 ① Ei5・2 20 30 7 8 

P17 ① Fi1-2 10 8 7 7 7 

P18 ① Fi1-2 15 10 7 7 8 

P20 ① Fi1-5 18 15 5 7 8 

P21 ① 日1・5 15 12 5 7 8 

P22 ① Fi1-5 18 15 10 7 8 

P23 ① Fi1-4 18 15 5 7 8 

P24 ① Fil-l 20 10 7 7 

P26 ① Fil・3 15 13 18 7 8 

P31 ① Fi1-3 28 20 40 P35→P31 7 8 2 

P32 ① Fi1-3 13 3 P37仲間2 7 8 

P33 ① Eh5-4 29 20 30 6 6 2 

P35 ① Fil-3 25 20 P35→P31 7 8 

P36 ① Fi1-4 10 8 20 7 8 

P37 ① Fil-3 20 5 P37仲間2 7 8 

PI01 ② Gpl-2.3 25 22 19 近世 14 14 2 

P102 ② Gp1-3 25 23 44 近世 14 14 2 

P103 ② Gpl-3 19 39 近世 14 14 2 

PI05 ② Fp5-3 16 16 16 近世 14 14 2 

P107 ② Fp5-3 16 16 13 近世 14 14 2 

PII0 ② Fp4-3 19 16 37 近世 14 14 2 
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表2 土器・陶磁器.1i .金属担晶観照表
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掲食 調査区
士鱒 種類 掛温

法量[園} 時閉 手法 二次付着・- 遺存度 生直地 挿圃
軍高

番号 遺構 口径 直径 器商 使用痕 阻艦

77 ②区 量乱 園，. 皿 10.3 6.0 2.6 近世 ロクロ虜風向面施蜘・貫入 口..1/8
トー

78 ③区 峰乱 '"畢 E匝玩具) 7.8 4.0 2.0 近世 里遺り.口昌暗部鉄甜 1/自

79 ②区 峰乱 陶器 JI(玩具) 7守4 5.0 1.5 近世 重過り.口揖暗部a産省 1/4 
トーー

80 @区 優乱 同畢 ー邑 32.0 1予C末-18Cロクロ虞静 目録部1/目 肥前
トーー

81 @区 置乱 陶器 ー本 34.0 17C:車-18Cロタロ蓋形.内面櫛摘司自紙文 ロ縁部破Jt 肥前

82 ③区 峰乱 町・ 鉢 33.2 17C:車-1自C肉商白摘による櫛嫡文 目録郁1/自 肥前

83 @区 慌乱 陶器 捕鯨 32.0 17C末.-19CロタロJil'lll.内外面骸紬，内側にスリ目 ロ縁部1/6 厄前

84 @区 慶乱 町畠 櫨木傭 12.0 近世 ロクロ整形，外面骸緬.底割lI'孔 血爾1/4 世帯

86 @区 置乱 陶器 行平蓋 fA主主} 近世 pカンaホ=1イ8ッ・hチンロ描ク.ロ鵬，内面醐何醐ト 費郁1/8 4 

86 ③区 優乱 '"畢 四耳壷 9.4 18C睡半 体郁よ辛抱手4.外画像軸 内面剥嘗 ロ縁5/8 掴戸英語 17区
81 ⑨区 医乱 陶器 査 16C廉祖廟-17C ロクロ1&18.外面灰制・貫入 破片 帽戸費揖

88 @区 置乱 町畢 査 6.4 近世 ロタロ威弘鼻面銀融 鹿醐 嵐戸美温

89 @区 置乱 町・ 童 E口 近世 ロタロ聾耳障.鼻置甜菌剤 底部3/4

90 @区 擾乱 町・ 壷 17.0 17C後半 ロクロ整形.JI.面般論.内面格子タタキ. 回線部1/6 E前

91 ②区 揖乱 陶器 壷 17C後半 自主2軍書類:".M.体欄外商上半横方向欄. 破片 E首 5 

92 @区 掻乱 町曇 壷 17C ロクロ壷形，外面儀抽，内面格子タタキ痕 破片 肥前
トー

93 ③区 擾乱 商・ 壷 13.0 17C ロクロ聾形a内拝面依抽a肉面格子タタキ41 庫事破片 肥前
トー

97 品 候担晶 梓釘 12目6(1l) (1.0)(1軸幅〉 1.4(軍船 近代 完買E

品
トー

98 11担晶 禅釘 (8.2)【葺〕 【0.7)(岨幅】 1.6(直属3 制t 木置付着 下部欠損

99 @区 蟹乱 町樺 摘陣 中世 JI.圏直観付近雌方向四ケズリ 削口・内面に質化憤付着. 底棒高度片 越前 じ亘
100 ⑨区 橿乱.. • 9.8 近世 内鼻面掲紬 回線部1/6 肥前

101 ③区 撹乱 聖書 司血 9.6 17C末.-18C外国三重綱自主.内国重網目文 3/自 庫前

102 @区 援乱 夜畠 司量 4.0 19C ロクロ虞軍事，向鼻面同→文様，見込荷主 且"3 帽戸蔓温

103 @区 量乱 町曇 皿 6.7 16C割蔵 見込花文刻印鑑.甜 高台肉に付着町 血部51且 橿戸美温

104 ⑨区 峰乱 町暑 E 10.0 近世 肉鼻面灰紬.内面貫入 1/6 掴戸英語

105 ③区 峰乱 陶器 摘反碗 且0 近世 ロクロ整形，畠紬 口伝部1/自
トー

錬ロタ刺ロ，口民日鎗臥緬鼻面ケ下ズ輔リロクロケズリ内面鼻面上半
トーー

106 @区 慶乱 町畠 .， 16.2 近世 口・謂1/4 B 

雪F
トー

107 ⑨区 晦・ 劃? 近世 肉鼻面橿ナ号外面僻毒剤キ 破片

108 @区 賢乱 町・ 主‘ 近世 へラナヂ 上商スス付着 破片 区
109 ③区 優乱 耳 思軒先瓦 IE1当6直D種ヨ 【宜1a17船 昔話器 近世 主廻り三巴Jt'16連覇t.カキヤプリ痕 ほほ完形 7 

11日 @区 置乱 瓦 鳳軒丸瓦 【瓦1塑6置.0鍾占 【文1楓2.6船 2.9側面(]t厚当} 近世 左廻り三巴文・16連覇車 3/4 7 

(瓦1当5直.0径占 (品協 2品?
トー

111 ⑨区 峰乱 Eι 黒軒晶瓦 近世 左廻り主因究・16基調融 1/4 

(耳1当4直0豊島 【克9様8船 温轟?
トーー

112 ③区 E 県軒3晶玉 近世 左廻り三巴文・16違法 1/6 

(劇7郁'.7高)

トー

113 ③区 量乱 瓦 .丸耳 近世 覆面タテへラナ7'.甚薗ヨココピキ痕・布目痕 破片

t胴1御6.3伽 (鵬a首z高) 表キ.面:bタキテヤへブlリナS呪L釘裏穴岡有暢子状・梅崎北工具によるタタ
トー

114 ③区 耳 思丸耳 近世 1/2 7 

I園a都B高)

トーー
116 ③区 耳 極丸耳 近世 表面タテへラナラ〈裏面棒状工具によ晶タタキ 破片

現有面タテへラナデ?直面棒状玉具によるタタキ，釘穴
トー

116 @区 瓦 蝿丸瓦 近世 破片

117 ③区 峰乱 耳 思丸耳 近世 表面4智子へラナラ4裏面柿状玉具によるタタキ 破片
トー

118 ③区 耳 思軒平瓦 近世 外国に唐草光大巌式) 破片
21匡

119 ③区 量乱 耳 轟軒平瓦 {瓦当4冠2制} z錨 F 近世 鼻面に唐草克紅戸式〕 破片 7 

z品説文

トーー

12畑 ⑧区 瓦 畢軒平瓦 〈瓦当4値7軸) 近世 外面に唐草ズ江戸式〕 破片

121 ③区 耳 県平瓦 近世 タテへラナデ.側面押前大口 市口」 破片
トー

122 @区 E 鳳平E 蓋世 タテ，、ラナデ.結土つなぎ低色蘭灰色 種片
トーー

123 ③区 瓦 鳳平亙 近世 タテへラナデ 破片 匡
124 ③区 瓦 鳳平E 近世 タテへヲナデ 破片

(瓦E当5畠0豊島 t品晶3 止留軍倒
トー

125 ③区 揖乱 瓦 車軒丸瓦 近世 有国り三回文 1/2 7 

【劃1醐3.7船 6.6高(嗣}都
トーー

126 ③区 E 車丸E 近置 表面タテ・ヨコへラナヂ，直面コピキ鑑・布目盛 1/3 7 

(周1郁3.4船 日明郁
トーー

127 ③区 瓦 車丸瓦 近世 直面コピキ.・布目1氏釘穴有 1/2 

7唱和 書Eタへテラへケズラナリ精胃ヨココピ暢，上面・左嗣
トー

128 ③区 峰乱 瓦 諸国戸瓦 近世 1/2 

129 OO.11l 1眉 掴車畢 欄揮 古代 外面責キメ，内面開.f)円当て具 破片 ト三
130 OO.31l 1圃 陶器 彊 17.0 中世 件直平行，jIタキ，内面円形咽当て具 血部破片 事訓

131 1iJ.81l 1周 陶暑 壷 中世 鼻面平行タタキ.内面円形司当て具 肉l!f;"".• 付着 破片 疎欄

132 <i).3巨 1届 陶暑 鋪量生 中世 ロクロ扇形，肉置すり目 口鶴郁破片 越前 3 

138 @ー1区 1届 同. 掴.， 30.0 申世 ロクロ虞耳障，内面すり目 目録制1/8 越前

134 G).2匝 1周 "'. 掃除 22.0 中世 ロクロ虞童書，内面寸リ固 直郁破片 越前
トー

136 1iJ'2i!: l周 須恵暑 杯 12.2 日疎通9C前 ロクロナデ 目録郁1/4

136 ⑥.2i!: 10屑 盛暑 皿 7.7 2.6 2.2 近世 ロタロ購買事，呉..見込花宜 高台内面署静付着 2/3 獅戸..  区
137 00.1区 1周 種畢 且 11.8 4.0 4.0 近世 高台は車種融，見込みに属目緬ハギ 1/6 肥前

138 @.21i!: 101・.. 且 23.0 12.3 乱4 近世 ロクロ属恵，県1II.鼻面高丸肉面膏文 1/8 肥前 匡
139 @ー1区 101圃

“ ‘ 
7.6 E718CC車?~ ロタロ瓜鼠外国費者丸肉面上半格子文 ロ轟棒破片 肥前

25トー
140 @ー1区 10圃 喧血司島 積 11.4 4.3 6.2 17C.末-18C外国青.創，且込に草花宜 1/4 肥前

I~D麟，醐.畑輪丸布告鴫1主酔
トー

141 @区 事暑 '且 4.6 17C末-18C 底部 肥前 E 

(躍~)
トー

142 1iJ-4区 101・磁暑 磁 9.0 8.8 6.3 1冗 東句18Cロタロ成形，具..鼻面花文.高歯肉銘『構掴」略 1/2 E 

1砧 <1)-4区 1周 聖書 積 7.2 2.7 3.2 近世 ロタロ慮形.J島付.外商笹文 3/4 厄前

144 OO-3i!: 1層 種畠 司量 6.6 2.4 3.0 近世 ロタロ虞軍事，鎗付.外面に笹文 3/4 帽戸蔓温

145 00-41i!: 1眉 覆畢 司匝 4.2 18C車ー19Cロクロ虞鼠縄付，鼻画案桔X.見込島文 1/2 掴戸受温

146 <1).8i!: 1圃 ‘轟 司匝 8.3 18C後輩 肉冒虫文 2/3 掴戸美重

147 1il-41l 1届 盛暑 碗 7.8 3.3 4.7 近代 外国笹文.且謹『苗種Jr八割圃」 肉拝面墨色駒付着 実草島

148 111-4匪 1届 磁畢 ー邑 18.4 18C役員E ロタロ虞耳障，外国育種紬.内面花文? 口緑輔1/4 瀬戸美温

149 @-4区 1届 磁畢 盤付歯車 13.0 17C末-19Cロクロ虞童書，外面に府草文 口語部11目 肥前
トー
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捕食 百査区
士眉 羽田且 器温

法量【皿} 時銅 手法 三次付着物・
温存度 生直組 開園

軍真
番号 遺構 口径 直径 樹高 使用銀 酉眉

150 @-IE 10厨 磁器 蓋付量事 12_2 9.2 6.0 17C車.-19Cロタロ膚形.具華民外国に肩文 2/3 棚戸? 6 

161 @-1匹 1. 磁. 蓋 日且 3.8 且7 18C復調E 持品略語識231FI，内面軒主，董 3/4 肥前 8 

162 (iI-2区 10贋 ‘轟 蓋 (品) 近世 ロクロ膚鼠臭気外面島文? 口縁部1/4
25 

E 

153 ¥1)-3区 1厨 盛暑 徳利 2.2 近世 ロクロ肩書民外面白色紬 目録郁 肥前

164 @-2匪 3回 磁. 植樹 3.8 18C ロクロ豊形，民MI.外面ガラス制 盛綱3/4 肥前

166 Q)-3区
3・書. 拍董 171E8後口半市』 ロクロ虜置J.具類，外面に梅宿文 1/4 肥前 自

156 (iI-31i!: 3層 陶暑 皿 10φB 5.6 2.1 16C初車軍-17C 体都内鼻面施紬.且込に融ハギ 1/4 書戸英語

167 @-2匪 10層 陶畢 且 10.6 4.1 1.7 17C 内面・外面上半灰紬・貫入，見込胎土日 1/4 瀬戸員橿

168 @-21l 
1・陶畢 且 9.2 4.0 2.0 17C末-18Cロクロ属事，内外面根組，底部回転痛切り 1/3 橿戸呈橿 6 

169 @-4区 1層 陶畢 皿 10.3 4.0 主A 近世 ロクロ...軍事，内面眉歯訣エ具による詑. 1/8 相E戸美君臨

160 (3)-4区 1屑 陶' E 自』 3.4 1.8 近世 貫ログ入ロ属形，内面騎歯扶エ具による詑鱒.内面灰揃・ 1/4 積戸輿橿

161 Q)-3区 3圃 陶器 且 3.8 近世 内面輔輸，見込に蛇目J制ハギ 底部 肥前

162 @-2区 10. 陶'. 皿 12.l! 6.0 3.3 近世 内外面黄色紬-.λz見込重ね焼曹轟 1/2 嵐戸美橿

163 @-3区 3. 陶'. 前 B且 3.2 且五 近世 ロクロ属意'.M-面に構文，内外面貫入 3/4 調E戸美.
E S 

164 @ー島区 S周 陶' 鴫 7.l! 3.8 7.0 1自C ロタロ慮JII.肉M-百候紺〈畳付・高官内面脅む) 1/2 積戸輿揖

165 @-IE 10層 陶'. 前 10.0 近世 ロクロ膚形，肉井田灰白色積 断面スス付着 1/6 瀬戸舞橿

166 oo-li! 
1・同審 蘭 12.4 近世 ロタロ属事，向鼻面.緬..λ 1/8 橿戸圭橿

167 @-4区 14膚 陶器 蘭 13.4 近世 ロタロ扇形，鋸泊? 1/8 相E戸美書

168 (3)-4区 1屑 陶. ー事 23.0 8.0 11.5 近世 ロ〈れグロ有成軍事，拝面茶軸.内面温鼠軸.底偏向面火JI， 1/2 積戸典橿 自

169 @-2区 10層 陶器 跡 且4 近世 ロクロ膚形，塵韻脚47 庫郁1[4 26 
170 00-4区 10・陶'. '事 19.6 8.0 4.7 1胃3末-18C内外面灰舗，見込ι蛇由回融ハギ 1/8 肥前

171 1&1-2区 3. 陶'. '事 9.8 近世 件面ロタロケ1リ，内面白色朝-.湖，見込胎士目 底割1/3 肥前

172 (3)-1匡 1届 陶暑 片口鉢 11.4 4.8 6.5 近世 =言語者片口欄り帥せ，内面白色紬・畑よ 剖口・内面に黒色倍付着. 1[2 自

173 Q)-3E 1層 同'. 鍋 17.6 7.6 8.8 近世 ロタロ膚幕，内胃・外商上半白色絹 1/3 6 

174 00-4区 1. 陶'. 蓋 (畳1都8.0笹} 近世 ロクロ膚形，体部内井面組制，費情無職 量都内面接司自 1/2 6 

176 (3)-4区 1周 陶' 壷 近E ロクロ戚軍事'.M-面自信紬 破片 溜戸美.

176 ⑥-2E 剛. 値利 2.0 19C1 rロ脱鵬体醐告制面E暗部内面候 1/4 海戸. .  

177 @-3区 百回 陶'. • 近世 ロクロ扇形，内鼻面錬瑚.M-面体部上部.~世銀 1/8 肥前

17日 1&1-2区 3. 土器 虫入れ 14.6 近世 件面雄臓によ晶方形桶!jU: 目録郁1/8

17日 (3)-4区 1周 土暑 婚貴島 31.0 29.0 4.3 近世 内外面積ナデ 体格上半M-面見ス付着 破片

6 6 
1自O (3)-4区 101圃 土器 手錆 lU  近世 底部開47.体欄穴晶り.刻印 1/6 

181 (!)-3i! 1回 土製品 笛 6.6(墨書} 2.4【幅】 3.8(高富] 近置 完lIJ

182 'iI-4区 1贋 ガラJえ 踊 2.4 4.8 18.8 聞朝年26?-31 件薗面JI全I新乳発』田I三町陽[』電606)JI八車牛乳郁JI高温Jla 完H匹

1自3 (3)-4区 1厨 瓦 晶:ff.丸瓦 (瓦1当5直9担当 【論} 協子 近世 左週日豆回文・16遮覇権 完形 7 

184 @-li! 1厨 E 且~主3昆 [耳1当4薗8劃 【品副』 且側面(耳厚当} 量置 左廻り三巴宜・16連峰 完形 7 

186 lII-lll 1眉 瓦 蝿:ff.丸瓦 {瓦1当E直O齢 (文1樽0.3船 L側7面I瓦厚曹) 近世 左彊日三巴文・16lPk 1/2 

186 @-2区 1厨 耳 晶軒丸瓦 (瓦1当5直0働 (文1様0.0船 繍 ? 近置 左彊日三巴文:'1由連覇t 1/3 

187 @-1匪 10. 耳 品車F丸亙 [起JiB 2値.面[]i:厚当} 近世 車廻り三巴文・16遠藤 1/3 

188 111-1匝 1贋 瓦 蝿:ff.丸瓦
{瓦』主主目 【文E槍.0船 近世 左廻り三巴文 1/3 

1自9 (IJ-l匝 1屑 瓦 畢丸瓦 dh恥 (11'也都2高〕 近世 表面タテへラミガキ，高田コピ~..布目..釘穴有 1/2 7 

190 oo-4i! 10・E 届丸E t副14部2船 (.-"1割A高) 量置 君臨面タテヘラミガキ，事面コピキ艦'布百貨 1/3 

191 @-4区 3. 瓦 轟丸耳 d岡16部0船1 必官占〕 近世 書面穴有タテ内向ガ訊翻3白鷹帝国制融， 破片
27 

192 (IJ-4区 3層 瓦 3盛丸瓦 {劇a部s高〕 近世 表工面具タにテよへ晶ラタナタキデ・聾:IE宜押印.裏面コピキ庫a柿峨 1/3 7 

193 00-1匪 1. 耳 占画丸耳 ?且高(掴]都 近世 裏面タテhラナデ，裏面ヨココピキ値 1/3 

194 1i1-4区 10膚 瓦 損丸瓦 13器開 品品 7.0.~ 近世 ヨ壁画タテ《ヲミガキ，直面ヨピキ厳・布目. 1/2 

195 @-2区 1厨 瓦 畢丸瓦 dh恥 7.0."" 近世 表面タテへラミガキ，裏面コピ寺田昌布目痕・捕眠癖 2/3 

196 oo-4i! 1. E 轟丸E 19盟脚 6_6'喜戸 蓋世 耳障面タテヘラミガキ，裏面棒状工具によるタタキ 1/2 7 

197 @-2区 10贋 瓦 .丸瓦 近世 ヨ壁画事花文掃印 破片

198 (IJ-li! 1厨 瓦 晶軒平瓦 {瓦富4輝8柚} 錆置品 定置 #面に唐草文(江戸孟) 1/2 

199 00-1匪 3掴 耳 品評平耳 ();当4垣5湖} 諸説】 近世 M-面に唐草文(tt戸式) 2/3 7 

Z日日 1iI-1匝 2周 瓦 蝿:ff平瓦 {耳当4.恒8輔} 議醸】 近世 外商に膚草文(tt戸式) 1/2 7 

201 (IJ-l匝 1屑 瓦 県軒平瓦 M鋪ヨ (耳当4.姐5軸〉 E議論 近世 拝商ι膚革主(紅戸孟) 完帯 7 

202 @ー1匪 10届 耳 鳳平E 2.2(厚} 近世 裏面耳車Jr六丑九周回』 破片
7 8 

203 00-4区 10層 瓦 鳳平瓦 26.3(幡〉 1.8【厚) 近世 裏面ヨコAラナデ 1/2 

204 (3)-4区 10膚 瓦 鳳平瓦 27_0(是} 24瓜制的 1.8(厚) 近世 裏面"l:''''ラナヂ 2/3 

205 (3)-4区 10層 瓦 県平瓦 27_4(長) 24目7(朝日 2.0(Al) 近世 表面Eヨコへラナ子 完形 自

206 @-2区 3届 耳 轟tf丸E IE1当8直2朝日 【:噛13.2船 説話司 近世 忘廻り三巴文12連覇量 3/4 8 

207 @-1区 3. 瓦 赤:ff丸瓦 {瓦1当5直.0也 f文1様0.6船 純子 近世 左廻り三巴文16連覇量? 1/2 
28 

208 @区 瓦 .軒九瓦 {瓦1当5直S働 (品協 紬 ? 近世 左彊り三巴宜'16:建園陸? 1/2 自

209 00-1区 1層 E 揖丸E [胴E輔S高) 近世 表有面タテ，、ラナデ.裏面棒状工具によるタタキ，釘穴 破片

210 1il-4区 10. 瓦 事丸耳 {鵬E割4高) 近世 Il面:11子ヘヲナデ，直面棒枕エ具によるタタキ 強E

211 (3)-1区 1層 瓦 車丸耳 (胸7部3高〕 近世 表面タテへヲナヂ，裏面コピキ痕・布目痕 1/3 

212 1il-3区 1圃 耳 串丸瓦 [周7割3高) 近世 裏面タテAラナヂ，裏面コピキ値・布回値 破片
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掲書量 調査区
土居 ヨ瞳t 掛温

法量[園} 時期 手訟 二次付着魯・
宮崎豊 生直櫓 挿圃

写真
番号 遺構 口径 直径 機商 使用艦 阻E

213 Ii)-SIi!: 1届 耳 赤軒平瓦 {瓦当5質0軸) 論語晶 近世 M-面に唐草文大担霊式) 破片

{耳葺4短0瑚} 錨晶
トーー

214 @-4匪 1届 耳 赤軒平耳 近世 鼻面に唐草誕大巌式) 破片 281 8 

{耳雪4.姫4軸) 掛温品
トー

216 'iI-l区 1贋 瓦 意軒平瓦 近世 外面に膚草誕在戸式) 1/2 8 

216 1i)-3匡 1屑 瓦 申軒平瓦 {耳当4.短3軸) 論語晶 近世 外商に膚革支車線不明) 1/2 畠

217 @-31i!: 3届 耳 串平亙 L8(厚} 近世 表面責テ-ヨコ，、ヲナデ 1/3 29tt 
218 @-2区 1眉 瓦 面戸瓦 4.7【幅) 2_0(厚} 近世 密裏・側面ナデ，釘穴2有 2/3 

18 219 1D-3匝 3周 瓦 画戸瓦 18.6(A) 且日(帽) 6_6(JIIl 近世 ，.轟・側面ナヂ，片面興起有 完Jf

喪3 木鰻晶観豪轟

掲唱E
調査区・土層 種類 器種

法 量(岨)
時期 手法 遺存 樹種 掃困 図版

番号 長さ 幅 厚さ

94 ③区土坑201 木製品 加工板材 63_4 36_0 17.0 近世
芯持角材.表面・右側面チヨ

完形 マツ属
ウナ痕.

95 
③区木柱列

木製品 角柱 (36.4) 13_0 12.4 近代 芯持.底面刻印. 上部欠掻 20 
WS70 

96 
③区木柱列

木製品 角柱 (37_4) 13_2 13.0 近代 二方柾a.底面刻印. 上部欠損
WSI09 a 

220 ④-1区・ 1周 木製品 語事梼椀 口径(12.4) 底径5_7 器商 (6_9) 近世 積木地柾目.内外面累調書. 口縁部欠損

221 ~1区・ 3周 木製品 湾総椀 口径 (11.0)底径 (6_8) 器商 (6.6) 近世 横木地柾a.内外面呆樺. 日銀部・台部欠損 プナ属

222 ~2区・ 3層 木II!晶 連歯下駄 (15_5) 7.9 2.4 近世 板目. 4/5 スギ

223 ⑥ 2区-3層 木製品 連歯下駄 19_2 9.4 3_4 近世 板目. 完形

224 ~区・ 3屑 木製品 独楽 (3.8) 6.4 (3_0) 近世 芯持材. 1/2 エゴノキ属

225 ~2区・ 10.屠 木製品 都材 28_4 3.3 2_0 近世 板目. 完形
ト一一一

226 ⑨ 1区・ l層 木製品 部材 (21.8) 6.3 4_2 近世 分割角材(三方柾目). 上・下部欠鋪 マツ属 29 

227 ④区 木製品 棒状木担品 (20_3) 2.7 2.4 近世 板目. 上部欠損

228 (j}-3区・ 14屑 木製品 棒状木.品 (10_7) 4.7 (4.3) 近世 芯持. 上・下部欠損

229 (j}-3区・ H厨 木製品 棒状木製品 (28_3) 2.7 2_7 近世 芯持. 上・下部欠損

芯持丸木.下部ケズリ.

230 (j}-1区・ 10厨 木製品 杭 (110.6) 9.0 8_4 近世 事事掻<<(最大幅6圃・深度3皿 上部欠撮 ウルシ

-5-71皿間隔で40本有).

231 @-1区・ 10厨 木製品 円形板 6.9 7.0 0_7 近世 柾a. 完形

232 ~区・ 14屑 木製品 円形板 11.6 11.7 1.0 近世 柾目. 完形

233 (j}-3区・ 10肩 木製品 円形板 (13_8) (4_1) 1.3 近世 板目. 1/6 

234 (j}-3区・ 1層 木製品 円形板 (17_6) (6_7) 1.0 近世 迫柾目. 1/3 スギ
9 

236 @-4区・ 14厨 木製品 桶倒板 (39_6) 9_6 1.2 近世 柾目. 下部欠担 スギ

236 @-4区・ 14屑 木製品 桶倒板 (32_7) 8_3 1.5 近世 柾目. 下部欠損

237 ④-2区・ 10)冒 木製品 桶側板 24.1 6_1 0_7 近世 書面固.
30 

238 ④-3区・ 10厨 木製品 桶倒板? 8.6 (6_8) 1.1 近世 柾目.

239 @-4区・ 14贋 木製品 角材 7.7 10.0 7_0 近世 困方柾目.

240 @-4区・ 14屑 木II!晶 板材 (26.0) (9_1) 0_3 近世 柾目.中央郁釘穴7箇所. スギ

241 @-3区・ 3届 木製品 根材 59.0 23.6 1.日 近世 柾固. ほほ完形

242 ④-1区・ 10層 木製品 板材? (67.4) (21.0) 2_8 近世 板目.表面チョウナ痕.

243 ④4区・ 10周 木製品 不明木製品 27.6 8_3 2_0 近世 板目.

244 ④-1区・ 1層 木製品 墨書板 (27.2) (7_3) 1.1 近世 板目.rロロ之カ」 スギ

11 出土木製品の樹種同定

a はじめに

新発田城跡(新潟県新発岡市大手町地内)では，二ノ丸内に設定された4簡所(第26地点;調査区①ー④)を

対象として発掘調査が行われ，土坑，堀跡などが確認されている。本報告では，調査区③の土坑の下部や調査区

④の堀跡内から出土した近世と考えられる木製品について，木材利用の検討を目的として樹種同定を実施した。

b 国料と方法

試料は，新発田城跡第26地点の発掘調査で出土した木製品のうち，担当者により選択された10点である固各

木製品の出土位置や器種，木取りなどの詳細は，同定結果とともに表4に示したので参照されたい。

分析方法は，木製品の木取りを観察した後，剃刀を用いて木口(横断面)・柾目(放射断面)・板目(接融断面)

の3断面の徒手切片を直接採取する。切片をガム・クロラール(抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グリセリン，

蒸留水の混合液)で封入し，プレパラートとする。プレパラートは，生物顕撤鏡で木材組織の種類や阻列を観察し，

その特徴を現生標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類(分類群)

を同定する。なお，木材組織の名称や特徴は， (島地・伊東1982)，(Wheeler'他1998)，(Richter'他2006)を
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参考にする。また，日本産木材の組織配列は， (林1991)や(伊東1995，1996，1997，1998，1999)を参考にする。

c 結果

同定結果を表4に示す。木製品は，針葉樹3分類群(マツ属複維管束亜属，マツ属単維管東亜属，スギ)と，

広葉樹3分類群(プナ属，ウルシ，エゴノキ属)に同定された。以下に，各分類群の解剖学的特徴等を記す。

・マツ属複雑管束亜属(Pinussubgen. Diploxylon) マツ科

軸方向組織は仮道管と垂直樹脂遭で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は急~やや緩やかで，晩

材部の幅は広い。垂直樹脂道は晩材郁に認められる。放射組織は，仮道管，柔細胞，水平樹脂道，エピセリウム

細胞で構成される。分野壁孔は窓状となる。放射仮道管内壁には鋸歯状の突起が認められる。放射組織は単列，

1・15細胞高。

・マツ属単維管束亜属(日nussubgen. Haploxylon) マツ科

軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は急~やや緩やかで，晩

材部の幅は狭い。垂直樹脂道は晩材部付近に認められる。放射組織は，仮道管，柔細胞，水平樹脂道，エピセリ

ウム細胞で構成される。分野壁孔は窓状となる。放射仮道管内壁は平滑で，鋸歯状の突起は認められない。放射

組織は単列， 1-15細胞高ロ

・スギ (Cryptomeriajaponica(L. f.) D. Don) スギ科スギ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で，晩材部の幅は

比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔はスギ型で，

l分野に2-4個。放射組織は単列， 1-15細胞高。

・プナ属 (Fagus) プナ科

散孔材で，道管は単独または放射方向に2・3個が複合して散在し，年輪界付近で径を減ずる。道管の分布密度

は高い。道管は単穿孔および階段穿孔を有し，壁孔は対列状~階段状に配列する。放射組織はほぼ同性，単列，

数細胞高のものから複合放射組織まである。

-ウルシ(Rhusverniciflua Stockes) ウルシ科ウルシ属

環孔材で，孔園部は4・5~J. 孔圏外への移行は緩やかで，小道管は年輪界に向かつて漸減しながら単独または

2・4個が放射方向に複合して配列する。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性， 1・3

細胞幅. 1-20細胞高で，時に上下に連結する。

・エゴノキ属 (Styrax) エゴノキ科

散孔材で，道管は単独または2・4個が複合して散在し，年輪界に向かつて径を漸減させる。道管は階段穿孔を

有し，壁孔は交互状に配列する。放射組捕は異性， 1・3細胞幅.1・20細胞高。

表4 樹種同定結果

掲論番号 調査区・士層 器種 木取リ 種源 備考

94 ③区土坑201 加工板材 芯持角材 マツ属単維管東亜属

221 ⑥ -1区・ 3層 海器椀 横木地柾目 プナ属

222 ④ -2区・ 3屑 連歯下駄 板目 スギ

224 ③4区・ 3届 独E匝 芯持材 エゴノキ属

226 ④ -1区・ 1眉 部材 分割角材(叡目) マツ... 錐管東亜厩

230 <1)-1区・ 10屑 杭 芯持丸木 ウルシ 湾指躯有

234 ④ -3区・ 1屑 円形板 迫征回 スギ

235 ③4区・ 14届 橘側板 柾目 スギ

240 ⑥ 4区・ 14周 板材 柾目 スギ

244 ④ -1区・l屑 墨書板 板目 スギ

d 考農

今回の分析に供された木製品は，服飾具(連歯下駄).容器(漆器椀，桶側板，円形板).遊戯具(独楽).土木材(杭).

その他(部材，加工板材，墨書板)からなり，これらの木製品には計6種類の樹種が確認された。

器種別の木材利用についてみると，服飾具の下駄 (222)は，いずれも台と歯を一木で作る連歯下駄であり，
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台表が板固となる。いずれもスギであったことから，骨j裂性や加工性の高い木材の利用が考えられる。

容器は，漆器椀，桶側板，円形板がある。板状を呈する桶側板 (235)と円形板 (234)は，いずれもスギであり，

下駄と同様に割裂性が高く，板状加工が容易な木材の利用が推定される。一方，漆器椀 (221)にはプナ属が認

められた。このことから，挽物としての加工牲を重視した木材利用が推定される。プナ属は，近世の漆器木地と

してトチノキと共によく利用される樹種(伊東・山回2012など)として認められることから，近世において一

般的な漆器木地の一つであったと考えられる。

遊戯具の独楽 (224)は，芯持丸木状を呈し，樹芯が回転軸となるように製作されている。本資料にはエゴノ

キ属が認められたことから，比較的硬い木材の利用が推定される。なお， (伊東・山田前掲同)によれば，近世

の独楽は，針葉樹のカヤ，コウヤマキ，ヒノキ科，広葉樹のアカガシ亜属，クスノキ，カツラ，モチノキ属，ク

マノミズキ類，カキノキ属等が確認されており，樹種や材質が多様であるという傾向が窺える。

部材 (226)は，分割角材状で，やや広い面が板目となる。マツ属複雑管束直属であったことから，比較的加

工性の高い木材が利用されている。なお，マツ属複維管東亜属は，松脂を多く含み，保存性も高いことから，こ

うした点も木材選択の際に考慮されている可能性がある。

土木材の杭 (230)は，樹皮が残る芯持丸木であり，表面には多数の漆掻き痕が認められた。このような特徴

から，杭としての利用以前には，ウルシ栽培や漆掻きが行われていたことが示唆される。

その他の墨書板 (244)，板材 (240，94)には，スギとマツ属単維管東亜属が認められた。スギについては，

上述した資料と同様に，割裂性や加工性が容易な木材の利用が推定される。マツ属単維管東亜属の板材 (94)は，

芯持ちの厚板状を呈し，自然石の下部から出土していることから門柱の基礎の一部と考えられ，おそらく強度や

保存性を考慮した木材利用が推定される。なお，マツ属単維管束E属は，山地に生育する種類であり，周辺の低

標高地には生育していない。一方で，種子は食用となり，救荒植物としても利用される。単維管東亜属が利用さ

れた背景には，山地からの木材の搬入や周辺での栽培などが推定される。
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E まとめ

新発田城は慶長3 (1598)年に加賀大聖寺から入封した溝口氏により慶長7 (1602)年頃から築城された。

以来，明治2 (1869)年の版籍奉還まで270年間歴代藩主の居城となった。この間，寛文8 (1668)年の三ノ

丸からの出火で本丸・二ノ丸・三ノ丸ほかの家中屋敷を，享保4 (1719)年には託明寺よりの出火で二ノ丸二

階櫓2棟，二階門 l棟，三ノ丸二階櫓 l棟，門 l棟が焼失している。また寛文9 (1669)年の新発田地震，享

保10(1725)年の大雨等で石垣の崩壊があり，多くの災害を城自体が受けている。今回の発掘地点である第26

地点は，ニノ丸中ノ門を中心としたニノ丸南西部及び南東部にあたり，重臣クラスの居住域であった。明治時代

から昭和の中頃にかけては陸軍の司令部・衛成病院，第二次世界大戦後は県立新発田病院として利用されていた。

調査地点では古代から近世の遺物包含層はほとんど残っておらず，近代以降の撹乱を受けている面積が非常に多

し、

a 堀

調査区④で検出した堀は二ノ丸南側の外堀に一致する。調査区における堀幅全体は調査範囲が限られていたた

め明確ではないが，南側の堀底の立ち上がりを確認した。深さは現地表面下約 3mで， r正保年間新発田藩御家

中絵図」記載の堀の深さー丈とほぼ一致する。南岸では杭と横木による護岸施設と三ノ丸方向から北へ流れ込む

溝が確認された。埋土から築城当初から掘り込まれたものであろう。この堀は，明治初年までは堀として機能し

ていたが，明治36年の地図には陸軍衛成病院敷地として埋め立てられている。埋め立て時の土砂が第22図の l

層で，近世陶磁器・瓦・木製品が出土し，明治5 (1872)年頃の城の取り壊しによるものであろう。戦後は県立

新発田病院の建設・建て替えが行われており，この時点で近現代の陶磁器が l層上部の揖乱層に混入した可能性

が強い。

b 中ノ門(小円)

正保年間新発田藩御家中絵図によると二ノ丸には櫓門2棟，小門4棟，二重櫓6棟が存在していた。二ノ丸櫓

門は中ノ門と西ノ門があり，いずれも櫛形小門

付である。調査区③で検出された土坑201は主

軸を南北に持つ楕円形の大形土坑で，土坑内か

ら大形の自然石・加工板材が出土している。地

盤が悪いため，礎石を設置する必要性から根石

を強固にする必要性があったものと思われる。

この土坑が耕形小門の東側柱の礎石とすると北

側にある自然石は控柱の礎石である可能性が強

い。第31図(新発田古地図等刊行会1981)に

写っている人物を基準にすると，小門は入口幅

約4mで二枚の板扉が付く。正面に方柱の冠木 第31圏 中ノ門(明治6，7年頃撮影)

門を建て，冠木の上に束柱を付し，その上に切妻の小屋根を置いている。背後の櫓門は本瓦葺であるのに対して，

この小門は桟瓦葺となっている。小門右側の土墨の裾には数段の石垣があり，その上には塀が東側本柱に接続し

ている。左側は土墨上に塀が存在している。土墨の手前が三ノ丸の境界となる二ノ丸南側の外堀となる。小門内

は方形の析形で正面の土墨裾部にも石垣が相当高く積まれ，東に折れると櫓門正面となり二ノ丸内に入る。
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c 木柱列・小口土留

調査区③の土坑201の北側で延長52mに、渡って木柱列が確認された。箱型の掘形を持ち，ほぼ同一規格の木柱

が同一間隔，底面も同一レベル，木柱の側面下端のハツリ，木柱底面の同一刻印，芯部材の多数利用等統一され

ている。第32図は昭和11(1936)年の航空写真(新発田市立図書館所蔵)で，当時の陸軍の施設利用状況を示

している。木柱列は衛成病院敷地と隣接する道路とを画するもので，二ノ丸北端に近い病院入口まで道路に沿っ

て続くものであろうか。衛成病院の古写真では道路との境界は底盛土となる。底盛土上に木製地覆長押があり，

その上に柄を付した方形柱が高さ約1.8mで、連続して木柵が作られている。検出遺構とは木柵工法の違いがある。

検出された木柱列は，昭和30年代に使用された新発田市図 (3，000分の 1)に記されている草創期の県立新発田

病院の表門に伴う土盛の芯材とも考えられる。

調査中に陸軍司令部の出入口に伴う土留用の小口土留を御膳水井に近接して確認した(第32図)。コンクリー

ト製で形態は台形をし，上辺35cm，底辺170cm，高さ80cm，厚さ15cmを測る。表面はコテで細い凹線が引か

れて加飾されている。裏面は砂利が露出している場所もあり，加飾はされていない。連隊区司令部と師団司令部

を結ぶ通用門に伴うものである。

①将校集会場

②兵舎

③病院管理棟

④新発田連隊区司令部

⑤内科

⑥外科

⑦炊事場

⑧第十五師団司令部

⑨倉庫

⑩娯楽室

。

d 出土遺物

(l/~OOO) 100m 

第32図 昭和初期の航空写真と工事区・調査区の配置図

遺物の総数は土器・陶磁器9箱，瓦23箱，木製品15箱のほか金属製品・石製品が l箱であった。今回の調査

で特に注目されるものは，調査区②の鍋島焼，調査区④の「瓦家」銘の平瓦などがある。鍋島焼の皿は口径15

cmの五寸皿である。櫛高台を特徴とする盛期鍋島で，元禄3(1690)年から享保15(1730)年頃に比定される。

県内では，佐渡市の佐渡奉行所跡出土品(皿)に次ぐ二例目の出土である。鍋島焼は，鍋島藩が大川内山の御用

窯で焼いた精巧な磁器で，その製品は朝廷・幕府及び諸大名への献上品や贈答品で売物ではない。新発田藩の重
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臣屋敷からの出土で，今後出自・伝世の問題を含めて検討課題となろう。

調査区④出土の「瓦家」銘の平瓦は3層からの出土で，同層からは17世紀末から18世紀の向磁器が出土して

いる。このことから「六丑九月日」は明和 6 (1769)年，嘉永6 (1853)年となり，いずれかに該当するもの

であろう。瓦に地名や人名を具体的に入れるようになったのは19世紀以降とされ(金子1996)，今回出土した

一重角枠内に「大口中口J(121)と揮印銘のある瓦もほぼ同時期と考えられ， r大坂瓦司 中山市郎右衛門」の

ことであろう。調査区④の堀出土の瓦の総重量は137.67kgで l層が83.5kg，3層が23.5kg，10層が25.19kgで，

詳細は表5によりたい。形状全体が分かる瓦はほとんどなく，軒丸瓦・軒平瓦の瓦当文様の遣い等，黒色瓦・赤

色瓦の年代観などは今後の検討課題となろう。

新発田藩年代記の「御記録巻ノ十J(高橋2005)によると文政11(1828)年，域内二・三曲輸の所々冠木門

屋根を板葺から瓦葺にする事を幕府に願い出て許可されている。新発田藩は領内自給自足のため寛政8 (1796) 

年，市内(旧豊浦町)の小坂地内に瀬戸窯を聞くよう命じている固天保期以降に最盛期を迎え，御庭焼とも言わ

れている。紅戸期の陶磁器の具体的資料は知り得ないが，近年小坂地域の発掘調査で嬬し黒瓦(軒丸瓦・丸瓦・

平瓦・桟瓦)などが出土すると共に焼台なども採集されている(11[上2000)。新発田械に納めた瓦の窯元があっ

た可能性がある。

轟5 闇宣区@(堀)出土の瓦量量裏 (kg)
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図版2 新発田城跡第26地点の調査 (2)
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図版4 出土遺物 (2)土器・陶磁器(2 ) 
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図版5 出土遺物 (3)土器・陶磁器 (3) 
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図版6 出土遺物 (4)土器・陶磁器 (4)

ー圃圃喧園臣F

145内面

147側面

/ 仮払~ ¥ 
J ふう~ ) 

151内面

158側面

168側面

174上面

146側面

150側面

4_許部〉

152側面

163側面

172側面

180側面

146内面

151上面

， 
'・・

155側面

164側面

173側面

ノF

181側面



109 

ぺCj!盛園
回国 '_否".圃・

-ーら雇沿' ‘、置司・・・・・・
咽・・・・・"‘n・P1:J':'''''圃E・・・・・..~ _.，..___，_ If~日曜晶d圃・・・・・・E也色_r.......1‘、司唱‘圏

一

114裏

123 

官

ロ

ノー¥
hJPJV-ij 
‘臣秀 作 ~ .， 

¥ 鴻 シa
183 

192 

.ft~ 

200 

110 

118 

125 

四司E包ー

一 喝朝問州

. );;.> . ::~'~'I '. 

184 

196 

a・』ι <<
司咽..  ~ 

201 
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図版8 出土遺物 (6)瓦 (2)・木製品(1 ) 
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図版9 出土遺物(7)木製品 (2) 
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1.マツ属複維管束E属 (226;④ー1区・ 1層部材)
2.マツ属単維管束E属 (94;④ー1区・ 10層板材)
3.スギ (240;④-4区・ 14層板材)

a:木口.b:柾目.c:板目

-・・・・・・ 100μm:a
一一一一一一一一一一一一一 100μm:b.c

4.プナ属 (221;④一1区・ 3層漆器椀)
5.ウルシ (230;④ー1区 .10層杭)

6.エゴノキ属 (224;④-4区・ 3層狙楽)
a:木口.b:柾目.c:板目
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遺跡名 所在地 遺跡No. 地形図
北緯 東経 調査期間 調査原因1/2.5万

新発岡市
37

0 139. 2014 
新発田城跡 大手町

92 新発田 57' 19' 0804- 400Irl 
県立新発田病院

(第26地点)4丁目5番 1030 跡地整備事業

48号ほか
09" 35" 

(60日間)

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

二ノ丸厘敷地跡から近世を中心とす

古代須恵器，中世珠測・越前， る遺構・遺物を検出し，その中には

城 郭 近 世 堀・土坑・溝 近世肥前・瀬戸美謹陶磁器・瓦・ 中ノ門の一部とみられる土坑や新潟

下駄・漆器 県では二例日となる鍋島焼の皿が確

認できる。

要 約

発掘調査の成果

-近世新発田城跡二ノ丸南側の重臣屋敷地(調査区①・②・③)及びコノ丸堀(調査区④)の一部を調査した固

-調査区①・②付近は江戸初期には新発田藩の家老職を務める家柄である溝口伊織家，江戸後期には窪田平兵衛

家の屋敷地であったと考えられる。土坑・溝等の遺構を検出したものの，これらの屋敷に関連するものかは不

明である。出土遺物は近世陶磁器が主体で，その中には新潟県では二例目となる鍋島焼の皿が確認できる。

-調査区②西側には土塁が巡っていたとみられるが，魔城後に削平・撞乱・整地を受けたため，痕跡を確認する

ことはできなかった。

-調査区③では中ノ門の一部と見られる土坑や南北方向に延びる木柱列を検出した。木柱列は明治~昭和期に存

続した陸軍衛成病院と道の境界を示す土星もしくは木柵の痕跡と推定される。

-調査区④(堀)からは堀の土留めと推定される杭列を検出した。出土遺物は，近世末期の肥前・瀬戸美温産の

陶磁器，瓦，木製品が主体である。
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(第26地点)

発行 平成27(2015)年9月18日

新発国市教育委員会

新潟県新発田市乙次281番地2

印刷株式会社福島印刷
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